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        はじめに

 この小論の構想を確立する最後の局面で、われわれは数週間にわたって、ヨハネの手紙一の冒頭の文言に

釘付けにされていた。新共同訳でそれを掲げておこう。

 初めからあったもの、わたしたちが聞いたもの、目で見たもの、よく見て、手で触れたものを伝えます。すなわち、命の

言について。・・この命」は現れました。御父と共：にあッたが、わたしたちに現れたこの永．遠の命を、わたしたちは見て、あなた

がたに証しし、伝えるのです。・・

 わたしたちが見、また聞いたことを、あなたがたにも伝えるのは、あなたがたもわたしたちとの交わりを持つようになる

ためです。わたしたちの交わりは、御父と御子．イエス・キリストとの交わりです。わたしたちがこれらのことを書くのは、わ

たしたちの喜びが満ちあふれるようになるためです。

 われわれの思いを辿り巡らせ続け、止むことを許さない論点は、土掲引用文前半と後半にそれぞれ一点

ある。それらはわれわれの学びの向かうべき方向を示している。いまは前半だけについて、その方向性の骨

格を、いまだ予感にすぎないままにここに記し、われわれの問題意識のありかの一端を表明しておきたい。

 上掲引用箇所前半では、現代人がふつう予想する、身体感覚諸器官へと分断された知覚（聴覚・視覚・触

覚）が語られているのではない、ということが決定的な核心点であるはずである。われわれには、太古から

の始元的て味頒愛4準＝・辮の渤という視点からの言語活動の理論の構築を、テクストによって強力に

督促されているように思われるのである。このような、われわれの目に新しい言語活動の理論。これなしで

現代のわれわれが上記「初めからあって」施多かつく身煮〉κあり続け、そして一本源的に統‘合された知

凱こおいて対象関係を産．出して一「現れたもの」、つまり「命の言ホ・ロゴス・テース・ゾーエース」の

内容に真に深く参入することは不可能なのではないか。われわれ人澗がその中に閉じこめられ、その中で刻々

誕生をくり返している、そうした人間の象徴世界の言語。そしてその対’極にあるはずの、不易でかつ〈自然

〉なものの「現れ」としての「命の言」。上記引用部分では、この両言語がそこから分岐する、その始元こ

そが語り出されているのではないのか（聖書の「一番初め」の動詞｝rロは分岐をも表意している）。
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 それは線分的に表象された時間の始元ではない。語る主体の「真理」を常に取り逃がし隠し続けるしかな

い象徴言語の活動直下、その最深部で、刻々姦動しているアルカイックなく自然〉＝精神のナイル川、であ

るはずである。つまりここに語り出されている励めから」とは、 「二つの言語の分岐以前に」ということ

であるが、それはとりもなおさず、人間の記号生産活動が連続体（イエルムスレウ）を塾つつ感覚諸器

官を分離し、正邪善悪の区別を措定し、G㈹t左esW侃（われわれの造語。その都度既に予め定め置かれてい

る言葉、律法の言葉）を発生させる、その出来 の前に、ということである。このような「分節」なしでは

およそ言語活動なるものはあり得ないように思われるであろう。しかしヨハネ神学がわれわれに推論するこ

とを督促し要求し強制している、われわれに新しい言語活動は、正邪善悪の彼岸で情感豊かに統合された、

身体でもある精神の、アルカイックな活動としてのそれであるに違いないと、われわれは考えるのである。

 われわれは言葉を「聞く」だけでなく「見つめ」るし「まさぐり」、晴臭い」とも言う。また言葉を「かき混ぜ」、「噛み砕き」、

「味わい」、 「呑み込む」とも言う。認知言語学のメタファー理論はこのような  活動である㎜dαn㎞から＿堕

う概念世である  ㎞血への写像として、言語活動における身体性と主勧殉意味論の復権を勝ち取ゲ（きている。㎜dom血

の考察は既に無意識の次元にまで錨を降ろす可能性を秘めていて、われわれはこの志向性は必ず一精神分析運動が適切に参照され

るとき一、われわれが並木浩一氏の視覚言語論から学んだ、古代視覚言語活動の身体罵適応本稿勺飛翔性、身体的現自性、双方向

性、情感性などの論と深く豊かに結び合わされるものと考える。

 愛の光の中で上記GesetzIes W面を〈暗い悲惨〉として浮かび上がらせている場面を、われわれはヨハネ「福音’書」

の中に読み取りつつある。第八章の最後から二番目の段落、われわれがいう「絶望の道」の段落がその場である。そこ

では（hnp1セitにではあるが）実は、ヨハネ神学による律法批判が原理論的に展開されている。ただしこの「律法批判」

は・蝋の宗論麟ζ㌣て餌なく・むし駄四・そのものの・件への・い蝸イ七を施されたうえで・「日直語

活動が孕む地獄性の批判」として遂行されているのである。

 Gese頓es Wo就の場所ではひとは、人間には不r「能であることを知らずして、〈自己言及．〉を行う一【われらの父

はアブラハムなり】。ここで語られている「ユダヤ人」とは「父を誇る者」のメタファーである（民族問題がイデオロギ

ー問題に推転されていて、ここでも民族ではなく人返 土そのものの、イへの、 い 面化という移行が果たされてい

る）。「誇るべき父」は根源のシニフィアンとなっていて、これに関連したことを誇りつつロにする；者の全ての言動を、

無意識のうちに、突き動かし領導する一【諸君は諸君の父の欲望充足を欲している】。「父を誇る者」は父の種子とし

ての自己の、その想像された（可能的）完蔓性を誇る。正邪善悪の区別の此岸で自己を正・善の側に立て、それと区別

だてされた邪・悪を抑圧する。むしろ邪・悪を生命の底から叩き出す行為によってのみ、つまりはそれを証にしてこそ、

ひとは自己の存在理由を得るのである。まさにGesetzles W岨が生じたその「初めから」、不rr能なく自己言及〉の活動

は、血の生贅なしには成立しないのである一一【悪魔は初めから人殺しである、彼は真理に根ざさない】。

 このようにしてGesetz幡Wo“という言葉は、始元の、恵まれて円満に融通している人間（父子の充わクのうちに抱

きかかえられている存在）の、その丸ごとの存在を根源分害・ること  里に対するU止一te翼1、 き）に発しているので

ある。だからGcsetztes W磁の場所では語りは、ときに虚偽もあればときに真理もあるという底のものではあり得ない

のである一【悪魔は自分に即して語るとき、常に虚偽を語る】。

 8章末尾の言語＝律法理論は、以上のようにGese繍es犠b並を、丸ごとの人四 土への悲惨な始元・ きに淵源する

ものとして、照らし出している。しかしこうした論はとかく抽象的・想像的な形式論理に転落する危険性を孕みやすい

ものである。その危険を免れて、ここには迫真的な説得力が脹っているとわれわれに納得できたのは、こめ章の末尾と
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冒頭とが深く呼応していることが気付かれたときのことである。章末の言語＝律法理論は、章頭の「姦淫の故に石打の

刑に処せられようとしている女性」へ向けて、実に熱く限りない愛の眼差しを注ぎ続ける中から語り出されていたので

ある一テクスト批評の観点から問題視されることの多いこの位置に、われわれも、件の女性のストーリーに関する限

りで、二次性を予想する。「彼らの父の権威を流動化させる」というテクスト戦略を堅持しようとすること、Gesetztes W日

成立論の内的論理に忠実であろうとすること、この二点が貫き通されるものとみなしてみよう。そうすれば必然的にわ

れわれは、（最初期の写本の数々が正視するに耐えないものとして削除したのであろうところの）元来の原本の物語と

して、現行テクストよりも遥かに性的に過激な内容を想定せざるをえないのである。たとえばそれは、「夫の子でなく

父の子を産んだことが露見した女性に対する群衆の裁き、そしてイエスは女性を囲められなかったというもの」であっ

たr「能性もありうる。イエスの愛が人間の条件の根幹に突き刺さるものであるという革命性が「教会道徳」によってス

キャンダラスなものととらえられたことであろう。それは、『エロイ、エロイ、レマ、サバクタニ』が’ 論の絶頂と

して かれたときのスキャンダル性と、奇妙にも通い逢うことになる。

 ところで、われわれが様々な機会に指摘してきたように、ヨハネ「福音書」が一見同一にみえるレトリック形式を

狭い範囲で反復するとき、そこには必ず日常的言語活動の境界線を（その手前にないし向こうに）突破して、新しい次

元のランガージュが躍動しているのである。8章冒頭部、ゲエズがかが履込まカ、地面！ご描 か轟、ぞ乙て 多匙こ

さノzて謬ら轟6どい力豚めで6 的女一，の「反復」は、一サムエル下12章のダビデの行為を参・照するとき（そこ

には「主に愛された者」という名もL示されている）一イエスは地面に文字を書かれることによって、Gesetztes W磁

の発生する「初め」の現場へと自分を投げ出され、自らを生勢とされ、こうしてGesetztes W面を破棄され、そして甦

られたということではないのか。甦られたイエスの発せられた言葉をわれわれは造語をもってKeige且es Wortと呼び、

Gese血es W磁と対目する。後者1ま父の名による禁圧につく徴としてのみ成立する。しかし前者はむしろ」匁

の 己放．による赦しに基づく充わ として成立する（クリステヴァは「想像的父」の場を構想すうが、われわれはア

ルカイックに統合されている限りでの知覧を重視し、「声と光の父」の場を立てる）。

 伊吹雄氏の栄光論の核心点とクリステヴァの「愛のディスクール」の論を参照して提示するわれわれの術語Kdgenes

Wo並は、命題Jesu∬agt kein Eigenes－W圃．に基づき、イエスの6乙ま灰のみが真理であるとの告白の上に成立する。

 われわれは小論本論部で、甦りのイエスのわき腹を見る、の「見る」という、アルカイックに統合されたメb砦の孕

んでいる何’ものかに考察を集中するだろう。

問題の所在

 われわれはヨハネ幅音書110章、11章に甦りのイエスの圧倒的臨生を読み取ってきた。その奥深い充

実に感動してきたわれわれは、ふと「福音書」本体のエンディングに位置する「トマス物語」を想起せざる

をえなかった。「要するにこの物語は何だったのか」、このようにして振り返って見たときの裸の「トマス

抽＿は、上記諸場面に比較して、まことに貧弱なものにしかわれわれには思われなかった。甦りのイエス

の臨在の喜びの叙述は、ここでその絶頂を迎えて当然であるにもかかわらず、物語を終結するというこの位

置が本来要求するはずの背丈を、「トマス物語」が直接にそなえているようには見えはしなかったのである。

 しかし同時に、「見ずして信じる信仰の勧め」をここに受け止ぬる解釈を始ぬ、「疑い深いトマス」の率

直で一途な言動をわが身の上に照らし出しつつ、人々はこの物語に重い説得力を感じ取ってきたことも確か

であり、われわれもそうなのである。
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要するに、語られていると思えるものはそれほどのものとは見えないのに、受け止める感動は異様に深い

ということ（そこには、 「既に知覚されている：事象が記臆1こは確実に書き込、まれたが、言葉を得ないが故に、

その内容は未だ意識されないでいる」という事態が潜伏してはいないだろう動。「トマス物語」の提示す

るこの不可解な謎の解明に一歩でも二歩でも近づきたい、これがわれおれの念願となったのである。

問題を定式化しておこう。

 テクストが読み手・聞き手・観客（われわれはこれらを今後一括して「受信者」と呼ぶ）に投1げかける語

用論的効果は、それが受信者の意識の深部に突き刺さるとき、その先端が深ければ深いほど、受信者の自覚

的意識面と情感的無意識面との乖離を受継に感じ取らさずにはおかない。この乖離の感覚を頼りにして受

信者が執拗にその注意力をテクスト表面全体に漂わすとき、一「あの感動はここに根差していたのか！」

とばかりに一テクストの新しい同位体が発見されるということがありうるのではないか。われわれはその

ことをヨハネ「福音書」本体のフィナーレという舞台に、切に期待するのである。

 再検討に着手したわれわれを直ちに襲った最初の衝撃は、2（鵬29を「トマス物語」として括り上げること自体が根本的な誤謬で

ある、という一事であった。 「トマス物語」を独立させてはならず、2α19－29を必ず」体のものと受け止めなければならないのであ

った。ヨハネ「福音書」のレトリック構造のひとつの根幹をなす「反復」ということがここにも極めて重大なカを発揮しているのだ

ということ、われわれはこの点を見過ごしていたことに気付かされたわけである。 「反復1によって発出している新しい層の言語活

動は何なのか、このことがただちに問題となる。

 ところでヨハネ20，1929はルカ21β643に対1応ずる。後者とそれほど変わらない内容を前者はなぜ「反復」せざるをえなかった

のか、と問うこともできる。すると今度は、ルカ神学にとって、ルカ24，13」18の一体牲こそが軽視すべからざるものとして浮かび上

がってくる。この範囲は「肉体をもったイエスが甦られた」という事実をどう理解し信ずるか、という極めて重いテーマで一貫して

いる。

 ルカ24，1335「エマオ物語」のテーマを、甦りのイエスとの最初の避追という出  を共同イこ「二人が  告する、というもの

として注視し続けてみよう。するとわれわれには今度はヨハネ幅音書」がその内部で、このテーマを深め暖めて全く新しい次元で

これを叙述しているいることが気付かれるα麦述）。ここには「出会う」、 「見る」ということを巡る両神学の位相差が驚くほと鮮

明に立ち現れていて、ルカ神学からヨハネ神学への著しい進展が目撃される。ここに窺われる、新約聖書のランガージュが進展して

いく方向は、心”のさらに’。へ、つまり続合されたアルカイックな麓の情感・”へ向かってさらに深く、というものだという

ことが明らかとなるはずである。

 われわれは小論本論部での考察を開始するにあたって、なによりもまず、ヨハネ神学にとって「甦りのイエスが現在される」とい

うことがどのような叙述のなかへ立ち現れるのかの、そのひとつの典型を確認しておくことにする。ここで上記Kbi騨W侃を基

盤にする、日’昌語活動の ヒでのその己否 というべキVb．血】㎝de R£de、 Uhel口Hdle．Rα量e、田C）EM－R£de Bad配deの を目

撃しておく。そしてこのわれわれに新しい言語活動ランガージュの意味産出の根源に、イエズの力乙劇談の言譲が立っていて、この

言葉粧新乙い愛の〃斥＝糊の諦どモラ拗総量される可能根拠であると考えられうることを、素描的に示すことにする。

この背景に踏まえて、われわれは上記場面でのルカ福音書、ヨハネ幅音書］のテクストの比較を行う。比較の途中で、ヨハネ無

音書」の物語本体の冒頭章と最終章とが緊密に対応していることの実態を提示することとなる（それはヨハネ共同体を襲ったはずの

決定的な危機に関係する）。そのうえでいよいよわれわれは、＿！一と  一．を表，、する

トマスのパロールの関係に注目する。そこにイエスの赦す愛が製麺に立ち上がっていく街撃に驚嘆しつつ、われわれは不可避的にあ

るテーマを追究して、ヨハネ「福音書」19章、7章、4章へと遡及していくことになろう。
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        第1章 甦りのイエスが現在されるということ

1．1卿θど々礎力どいうこど．主劇労琳冨㈱0ま嵐餐6オ0拶らへど轟駒ム’納’ご茜この才κ付き淀ラこど。
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1027わたしの羊たちは1、二iiii叢ii疑襲肇蓼蘭き分ける

    そしてわたしは     っている 彼らを、

    そして        らは従う わたしに。

  1喚鍛譲灘一。    そして    決して彼らは滅びない、   永越に、

    そして   だれも奪」わないだろう、妓らを、

                  わたしの手から。
㈱わたしの父が、 愚’職’．．簸…薫…’「’藩．議『畿『、

そして

［それは］すべてのものより偉大である、

だれも奪うことはできない、

          父の手から。

憾ゆ隙臓導戯匿三巴薩翻
   融γω      魅γu腰割｛α気πd
   KαL            ακ0λ◎ua〕｛減 μ01．

   ㎜t  σb幽伽bλ㎜L磯伽α伽
   繊   噸aρ磁σεし  駕α鳳
              脈寵冗ε甲媛μ）u

b照・ゆμ。b瞬
           πα㎜μ〔丘φり㎞り，

   Kαt    ob蹴⊆δ帥α服し㈱ζεしり

            ヒκ丁触x礪蜘πα算〕6ら

1JJ 醐の卿
 AA＆1上州は子に「子の羊たち」を幽幽～39、44）、そのことによってこの羊たちからする子への愛は父の印しを印しづけち

れ、「父の手」に帰した。子を求める彼らの愛は「父の からわれることは決してない。A齢7：子は「子の羊たち」に「永遠

の命」を盤、そのことによって彼らの今＝ゾーエーは子の印しを印しづけられ．「子の手」に帰した。彼らのゾーエーは」ヨ｝

の  か  われることは決してない。   父と子がその「手」で飽くまでも守り抜くとされる、驚嘆すべき御蛙の啓示！

 愛における父と子の→ホから発する働きの、父と子における眼もくらむような「反復」。それはわれ

われのいう「優夢で鍛幅跳メ〃アー司という強い律動形式のリズムをもそなえている（右図参照O。  囲

ここAAでは、日常の言語活動の場所はその向こうに突き抜けられている。殉教によっていのち＝ブシュ    囮

ケーを奪われた羊たちを愛の共同の内に抱き挙げる、共同体の痛切な典キ嚇唱を座としているかに閑か

れるこのテクストは、Kd騨sWdの記号産出の場所、コーラーの律動のうちにある。

 クリステヴァにならいコーラーとわれわれゆ呼ぶこの場所には爽型的な徴表がある。頭韻連鎖が頻際に出現する（AA2・6）。メンタルなエネルギ

ーの流動が昂揚する（AA14    ここでは「わたしの羊たちjと「わたし」は各行毎に主格と対格を取り替えあい、双数的ならざる双方向的晴

愛の律動を高めている）。対比的運動わ際立ってくる（A解7鴨AA＆11、与える粥奪う）。同一形式がリピートされる（奪うことはできない、 X

の手から）、などなとちところですでに別の機会仁指摘した如く、ここでは一方で《イエス》は魔（瞬卜鳳）〃螺0γ漁【0ノ，ノぱ埆｝晦Lノ，

加1リ（オ血嘲の中に含まれた中位長母音渡D（曜で象徴され、他方で《イエスに愛された羊たち》は瓜πp伽位恥4融1の中で慈しみを

まとって反復される低位短母音測で象徴されてし・る。とω、阿と臓！タ・ブ廿バ：ク、タ・エマプの中でさえも、オ音がア音たちに取り巻かれている。

1」2づ勃盗の帰堕握ど乙でのノ2卿rノ、5ち∫二．＜＝4噛b幼＞6L一ど乙ての4鼻7rノ

 われわれがくり返し確認してきたごとく、ヨハネ「福音書〕においては「聞く」とは受信者の魎献発信li者の存在の振動数に同調して、

それの倍音として共鳴するということ、査勉～が檀亙に共謀する、ということであった。そして「閑くアクーオー」の音素たちが丸ごと1従う

ア・ルー蛎一」の日借かえられていることは鷹3囮と［i函洋たちゆ・r蘭qとき識らの鯉が初

ままイエスの存在の中に包摂される姿がここに示現しているのであった。

 AAl・3を見つめつつ掻き続けるならば、 「聞くjとは、閉こえるその声を遡及して主体が、語る者の傍らに飛翔し、その場でこれとく身体的に〉

合一することである、と読み取るべきであると考えられる。逆に1語る」とは、語るその声に主体が乗って、蘭く者の傍らに飛翔し、その場でこれと

く身体的に〉合一することである、と考えられよう。このような次元で、用く・見る・触れる・央ぐ等々の矧謡主目し、それらが身体；榊におい

てアルカイックに銃合された位相における活動を、推論することができよう。
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1」3 庫ノースコrノのし三重麗存在をガ定ナるが荘であクかつ灘を否定プる湯きであ6知

 このように考’えればAA2「老ノーズフー痴6」とは、口合された臨休的双方向的で（エロス的なニュアンスさえもつ）愉感豊かな一二おける合

一という、噴油の肯定1を現しているだろう（これ1二対し、否定とは、端的な身体的撒であろう）。 しかし「ギノーえコrはたんに諸

知覚のアルカイックな銃合仁過ぎないのではなく、それを超越する次元を含みもっていることが㎜されている。

という次元。〈羊飼いイエスによってイエズ0物命（ゾLエー）を与えられる（脚）〉（それはつまり〈永遽に父の家に往こ渚とされる〉噸脳

36：14｝1｛りということ。ヨハネのテクストではイエスによるゾーエーの賦与は必ず、イエスその人がβ命ウ物”…め灯自分のいのち（プシュケ

ー）を轄繍ii欝ことと琳…て語ら・・．

12文・テ・瑳子のギノーズコー壬のr省響クμ必六ゲエズ〃ナーン・プシ．ユクーン・ムー・ティセーミ磨すで懸酵ず6。

1．2」 隼ノーズフr1どイ．エズの碓幻

 いま10章の構成に関し、その前半V1・21をひとつの緊密なまとまりと見て、これ．をA「たとえ部Vl・6」、Brたとえ解釈部V7・

15」、C「たとえ回帰部V16」、 D「たとえとその解釈全体の織詰の辞V17－18」、 E「スキスマ発生V19．21」と分節してみる。この

ときB項の盤V15bも、 V1－21全体の墜D項も、イエスの「捨身論」そのものである。こうしてわれわれは10章前半に、
〈「イエス捨身論」をもって終結するという構造をもつディスクール〉という、狭広二つの同位体を見出す。

醐がテーンヴシュケーン二一ティセーミ（わたしのいのちをわたし齢てる）をoo㎜燃す疎現でもあることが職さ
れるならば、われわれはテクスト上で、ひとつの重大な規則性と出会うことになる。つまり、AA1・3がAA4（V28）によゲ（終結され

ているように、下記BB2－5はBB6・7（V15b）書二よって終結されているのであり、こうして、10章の父・ ・  の  の   を

 す6ギノースコーが語闇れるテクスト上の 2の 尾には、必 テーン・プシュケーン・テ セーミ  エスの「   が語
出されているのである（10章の他のギノースコーも全て、イエスの捨身を背景に使用されていることをテクストの上に確認されたい）。

 これは著しいことである。われわれは9章前半で、イエスの奇跡をめぐって「どうして？」が語られる線分の末尾は必ず「だれ？」

の問で終結していたことに注目して重大な知見を得たが、うえの規則性はこの事態と深い対応があるのである。

BB

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

1014わたしは良い羊飼いである。

  そして

  そして

1015次と同じ様に

 そして

わたしは知っている、  わたしのもの左ちを

 っている、わたしを、  わたしのものたちは。

 っておられる、わたしを    父が、

わたしも知っている、      父Lを。

         羊たちのために。

1016そしてほかの羊たちもわたしはもっている、

         それらはいない、この因いに属しては。

 そしてそれらをも、わたしは導かなければならない◎

そして匿醗醐二二‘遡紛けるであろう
 そして、なるであろう、

        ひとつの群、ひとりの羊飼いということが0

1017次の理由でわたしを、父は、便してくださる。
      a；．．葦．．三．．．．．「．．－．．．．’．．．．．．11’．藍1’1’出山1醸”‘’．「‘’

び受けるために それを

1鋤bだれも い るのではない  それをわたしか●。
そうではなく難煙嵐．遜．『解

  カをわたしは持つ、a’  ‘綾

そしてカをわたしは持つ、 び受：ける

ところの、

’『．

H……．竈  分から。

ところの  それを

この掟をわたしは受けた，わたしの父から。」

Eγ6｝ε鳩几bπo叫埆vbκαλ6ξ

㎜t
㎜し

眺κ自ゆ
m、

謄躍
難至剛灘’
腰ρτ伽即。βd㎜．

繊、 伽叩6陣τo【軌ω
       a㊥K㎞リセK1転α駄fk 1縦｛m鴇’

 嵐颪鳳 δ虞μεα栂γ虞v

繊   睡函 1戯   1麟」01παL

         μαπ躯v日電劉ooΨ㌍．

融蜘6μ⑳．騨マP．．轍噸＿．．．．．．

・醸繍一覧鳳＿＿四一＿

     b一
  鴇oudαり軌ωa’i鱗轍
皿tセξσuσ｛αり軌ω一
竃α卿rゆり脚goλ巾甑βoり鴫輔皿鯛隅

呂  フ7 アー

1．22鯉砺鰻
 ここBBでもわれわれは、 Kb唇価Wdtの記号産出の場、コーラーの律動に触れている。頭韻連鎖（EE2。12）、メンタルなエネルギーの顕著な流

動（B脇5。ニニでは「父」一「わたし」一「わたしのものたち」がrわたし」を旧辞として推理連姑されていて、 「わたし」の格は主絡朗格・対格主絡と交替する）、

対比的運動晦5，［捨てるj鴨「再び引ける」）、同一形式のリピート（捨てて再び交ける、動祠ギノースコー、代名飼アウテーンの運続リピート）などなとち

ガラテや妙「しかし、 （あなた方は）今は神を知っている、いや、むしろ神から知られている」という言葉に溢れる烈しく圧倒する愛は、ひとの

心にこの上もなく深い感銘を残すにちがいない。パウロが語る上からのこの愛を、ヨハネは雄淳で回れる形式のうちに表出している。BBr7がそ
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ヨハネ「福音書」20，19－29研究

れである。実在との遊逓．を表出する際にヨハネテクストは、記号産出の現湯に遡源しコーラーの律動を体し、線状性を否定して空間的類像性を強く孕

んだランガージュを発する（ちなみに、BB1－7、8一玉3、1421は三」種の、それぞれが次元．を異にするランガージュを反映しているのであり、われわれは

この順にU鰯eR鵡蹴U醐塵R曲と呼』：）1。

 123鰯の礎ををすイエズの盤ガソ

 ギ：ノーズフーで結ばれた「父J一「わたし」一「わたしのものたち」の深く緊密な交わり（B硯．5）。イエスをギノーズフーするということによ

って、 「わたしのものたち」 （B麗β）と「父」 （BB45）とが互いに向き合う（ガラテヤ4ρDという、この緊密なつながり。これだけで既に、ひ

とは息を止め、瞠：目緊張して耳・を澄ます。直ちに引き続いて （BB6」7）、≠エズ〃逝5／Z6ギノーズコーを劔さぜるま氣つまりイエスの自己放：

棄の言葉、 ケーン・プシュクーン・ムー・ティセーミノを、初めて臼にし耳にしたときの昔の人々の感動はどれ程のものであったことだろうゐ㌔

 もう「度テクストの結構を見直して欲しい。ギノースコーによる の結合全ゴ （BB2－5）がイエスの捨  （BB67）によって えられている！

 ひとの心を驚愕させ、叩きつけるようにして感謝の感動を喚起する、この一方的な自己放棄の愛の恵みの、パトス溢れる事実。ヨハネの共同体が

BB1－7を感謝のうちに歌い続ける情景を、われわれは想像せざるをえないのである。それは聖金曜日を記念して、明るい昼閥から日力沈みユダヤの新

しい一日二上まるまで、あるいは暗黒の夜から朝日が昇るまで、長時間にわたって繰り返し繰り返し詠じ続けられたのではなかろうカ㌔

 さていま、ギノースコーの充満するBB29の線分を、テーン・プシュケーン・ムー・ティセーミの充満するBB14弓21の線分に結びつけて見よう 一両

者を結びつけるかのようにして継続されている、力音による頭韻連鎖の異様さを見よ！一。この全沐の構造そのものがまたBB25とBl券7との関

係と全く相同的な関係を含んでいるのである。つまりBB2・7の（否定をすでに含ん二二ノースコーの線分献BB1421の極限的なテーン・ブシュケ

ーン・ムー・ティセーミの 分によって、支えられているのである。小単位BB2－7の内部で語り明かされていること帆より大規模な結構のうちで、

より強烈な迫力を持って、語り直されているのである。われわれはヨハネの語りに著しいこの語法を、 「フラクタル的再説籍法」と呼んでいる。

124欝ナ6弔ノーヌコー 裾から羅への麟
 このようなギノーズフー、つまりイエスが「自分のものたち」をギノースコーされる、というときのイエズが遂がさカ6ギノー

ズコーは、飽逃す6ことと決定的に異なる、超越的次元のものであることが分かる。

  イエスがひとに語られ、ひとを見られるとき、そして幸いにしてひとがそのことを見て、聞くことができるとき、イエスは謬ク尼

6鵜においてひとの倉61ごぞ0矛準を‘って寄ク添わノz、他方ひとは〃善投’ノ飴乙て礼拝する（9，38，10132Vg1．4，28，18，6．）。し

かし、麓ではなくギノーズフーの場合はイエスは、ひとの「イ’に その  ソーマを，り添われる次元を越之て、ひとの「ため

に そのいのちプシュケーを口てられるのである！ イエズが迷かさカ6ギノーズフーはこのように、ズテーン・プシュクーン・ム

ー・ eィセーミノの言葉と一体のものとなって超越性を帯びるのである。

  こうして、イエス捨身のこの言葉が直接的にまとっていたかも知れないところの、（線分的時間のなかの）「将来予告」という外観

は、瞬時に崩壊する。いわゆる「福音書形式」のうンガージュは早々と消滅する。地上のイエスの歴史的歩みを時間の推移の中に語

り出しているのでは全くないからである。しかし「復活後1という術語を使うとして、このなかの成分「後」が時間の線分性を帯び

ている限りこれさえふさわしくない。なぜか。

 アルカイックに統合された勉営に直接しているかぎりのギノーズコーは、対 の丸ごとの 在を包摂し呑み込むこととして、宣

 する 在そのものであった。メンタルなエネルギーの双方向的5鋤の累積（BB2－5）は、まさに という 土エネルギーの白熱化で

あり、それが直ちに拠（イエス捨身）に転換する（BB6－7）のである。そしてこの鍵の語りロは、死へ死へと向かう、『コ
ロノスのオイディプス』に典型的な、Unbes箇ndige Redeの性格を孕んでいる（BB14－21はUnbest蝕dige Redeそのものであって、

言語空間はクラッシュ寸前にまで至っている）。ヨハネのテクストを場にして自らを貫く否定性が、（世界を分節しソーマを抑圧する

「論理」がそこで展開するという意味での）通常の言語空間の自己否定を強力に促すという、パトス的必然性としてここには出現し

ている。楚りのイエスがおられる、ということを語り明かすランガージュの進行は、ヨハネのテクストにおいて必然的不可避的に、

イエスの不在を語る相面に突入しているのである（おそらく大貫ヨハネ学が閉示した「人の子の四時性」はこのパトス的必然性と関

連する何かなのであろう）。それは思索のヘラクレイトス的で稠密な経路というべきであ’1、線分的時間と無関係な次元にある。こ

こには、伝承された止来事を「復．活後」から振り返るという時間性すら介在する隙間はないであろう。

125 M磁R喫診どU按磁己潤目8Rα弛

 ところで存在の語りが存在の無の語りへと不可避的に滑り落ちていくということだけであるならば、つまり一方の極の語りが（メビウスの帯のよ

うに）他方の極へとシームレスに移行すろということであるだけならば一双数的二決闘的な二項対立を反映する言語とは区別されるにせよ一、こ

のランガージュをわれわれはUh㎝亜d㎏Redeとは呼ばな㌧・。田騨sWdtの｛部ではある帆たんに流転を語るにすぎないV轍Redeと呼瀞。

一341一



佐々木寛 治

U繊阯においては、ランガージュが存在の極からその否定の極へ移行するのみならずそこから新しい次元の存在へと蓮帰しなければなら

ず、その新しい次元の存在の意味生産（シニフィアンス）が語用論的に吏信者〔の無意勘を巻き込み尽くしているのでなければならなし㌔

われわれのテクストにおいて、BBσ7に接した受倍冶の心がBB2≒5を振り返りそこに噺しい存在』を発見したとき、一つまりこの鋤吟まで

していたr がたんにそのたとえでしかないような「 、ないし写1の ないし しい曲（曲a庸曲鷹W  ルターキリスト 。

 について  嘉元を  し  もそこ   されるよ亀な ［  を、爆発する愛の喜びと感謝の内に発見したとき一U腰R【虚は語り

始めたのである。この噺しい存在」はこのようにしてまた1存在の無」に転ずる。この軸回転の中では愛が存在であり、かつ堅肥艘：であり、伽m

α碧血鳳が同時に1寧g凹1a㎞であろう。このような、上からの1みのパトス な   ご出  となって ってくるヨハネのランガージュ（そ

れは分節する「論理」の成立する空閥としての吉葉の自己否定でもある）を、われわれはU雌he蝕と呼ぶのである。

13 疋エコし・エイミノの躍強ヒ農鰍

   のイエスがおられる とい魎ことを語 明か ランガージュの’『は ヨハネのテクストにおいて必． ・’ に、イエス

の・ を語る 面に 入せざる えない、のであった。このような特徴1をもつわれわれのテクストの実態を、われわれはBBの中に

描かれた円環として検証してきた。しかし下記㏄の箇所に叙述してあるEGOEMI－Redbこそ「エスの   の語 の始点として、

BB14・21の「エスの、を還る Uh踊ndi R醐eである終点へと真．に対応し、ここにさらに大きな円環が描かれているのである。

㏄
1

2
3

4

5

6

7
8．

9．

10．

11．

12．

13．

14

15．

16

17．

18．

19．

20．

21．

22

10「ゐ「はっきり言っておく。

わたしが羊【を招き入れる1門である

    1●．墨わたしより前に未だ者は昏、盗人であり、強盗である。

     しかし閑かなかった、彼らに、羊たちは0

10’9わたしは円である

わたしを通ってもし錐かが入るならば、その者は救われる。

そして出たり四ったりして、牧草を見，つける。

 1010盗人は来はしない、

   ためでないならば、盗んだり屠ったり滅ぼしたりするためで。

わたしロ未た、

しかもあり余るほどのもの毒’撰：i～．が受けるため。

1011わたしは良い羊飼いである

良い羊伺いは ，．．．難．澱．叢、竈叢叢餐．、

羊たちのために。

10雄雇い人であって羊飼いではない者、

 たちが分のものたちであるのでない者、
 彼は狼が未るのを見ると、

 羊たちを置き去りにする、そして逃げる。

   ・・狼は羊たちを奪』う、また遡しい歓らす。・・

1m3なぜなら彼は麿い人であり、

 だから には たちのことが  なのではないからだ。

’AμhりαFf1りλ的ωbμ1り

肱  ⊂b  L 伽 τω顧．

  蘭6σ◎L焉λ〔bvl麟瞬1伽αt甑り繊tλ桐α転
  dλλ’o㎏禰”α竃πdカταπφβα肥
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1，3，1  10’二物rで〉の、 イ．エズの摩ア＝鵜」止チ選去

 10章内部でさえイエスの降下未同一上昇退・去のテーマは再演されている。すでにBBの中でわれわれはUnendlid鵠Redeが描く円

環たちの重なり連なって行く様を目撃したが、それこそイエスの降下上昇の歩みの道筋を進めるエンジンともなるものであったので

ある。ヨハネ「福音書」の冒頭からイエスの降下来臨は打ち重ねて演じられ、降下の最深OFに至るのが6章章末である。ここでイエ

スはイエスに値ずる者のごく一部によって「命の言葉」であると調て「呑み込まれ」、残り大多数によって「こんなに硬すぎ
る言葉が官れるかjと言い『らわれあからさまに吐き捨てられたのであった（精神分析運動では「呑み込むjほもっとも始元的で深

い存在肯定を、「吐き出す」はその否定を意味する。この意味活動はか弱い死に体となった、たんなる比愉であるどころか、今日の

われわれの言語活動の底になお強烈に益いている）。7章からは、イエスの身体を捕まえようとして追い求める敵対者側の活動が初め

て表面化する（それは6章でイエスを「信じているつもりの」人々が、イエスの身体≡吉葉を食べようとして追い求めていたことに
鮮やかに対’回している）。

一方で7－8章のイエスは、双数的＝決闘的対立の場に立たれて「ユダヤ人たち」耳「おのれの父を誇る者たち」に向かい、「君たち
はわたしを殺 ことを・めているゼーナイテ・メー・アポクテイナイ と語、iili．．『．．『．．「．『．．．．「”．．．

ある（7，19：8，23－24．37．40．43・47）。他方で9－10章のイエスは、われわれがすぐ上：そそあ輝『1． pを見で’ぎだ．ま’5’1三ζ「了お泥．し’あ冠「1あ’ち

をわたしは てるテーン・ブシュクーン・ムー・ティセーミ

によって．獲蔭嚢馨馨古西ii薫i譲葉ii掻萎難である。こうして自分に固有なものEi瀬田の最後の残淳をも捨て去られて空虚になられた

イエスの放たれる語り、Kdgenes W面のなかのUnendiche Redeの意味生産過程（に通じるもの）を、われわれはしばしば目撃して

きたところである。 法主 を超 した共5  青和のモラルの その可能拠をも、ヨハネ「福音書」は基底的な言語論として閉

示するのである。翻ってあの対立の激烈化のなかでの8章歯軸では、始’・に統合された  としての人潤を 源・に’害しし殺 す

と語り、噛分のものたち」の「ために」自分のいのちを捨てること
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る、 法の言語＝Gese田es Wdrtと、それが構築する日’法的  のく深．〈暗い悲惨であること〉が一死へと責め立てられていた

あの一女性への限りない愛の光の中で一照らし出され、批判的に浮き彫りにされていたのであった。あの一女性への殺害意志がイ

エスへの殺害意志と全く同一であること3が、（狭義の律法批判としてではなく）日常言語の地獄性の批判として広義の言語論（＝モ

ラル論）として展開されていることは、ヨハネ「福音書」の独自の深さを示すものである。

さて上掲㏄は、Keigenes W磁が地上に降臨してくる相におけるイエスの降下来臨を語るものである。この意味での降下の最底辺は

BB末の強烈なUnbes伽dige Redeから開始する。ここからイエスの捨身というテーマは前景から退き、新しい前景として浮上する「イ

エスの故に殺される人たちの死」に寄り添い、これを背後から包むものとなってい，く。10章末のイエスの上昇退去は、こうして、⊥

エスとイエスのものたちとが強く抱き合うように結ばれて挙げられていく過程なのである。

10章において、終点に出現、するイエスとイエスのものたちとが抱き合・つた姿一が、始点のCCにも如実に窺われるのである。

132 イエズの伽譲ど宍弄妻事と0飾ワ…隷

132」 イエズの惣の譲

『在りて在る』神，その神からの神、『エゴー・エイミ』と語るロコヌは、人間の知覚と合一するためには、「何として」在るかの、その［Ak・S㎞加r」

を告知するのでなければならない（V誹E・ユンゲル『神学的隠喩論の諸テーゼ』）。

Kb堅目Wdtの相の下に降下来臨されるイエスの第一声は『エゴー・エイミ・へ一・スラ・トーン・プロバトーン』である。

  「スラ、門」とは、イエスのものたちがそこを通って天国に向かう、その〈穴、空虚〉そのものである。『わたしは在る、空虚である    イ

エスの第一声は土とこ在が直接に交替する澄明で5い二元、方向鰯だけは鮮明で、そのことによってかろうじて意味瓢は持ちえている言葉なら

ざる言葉、U睡R飼eそのもの、 K離恥tの野原、である。

テクスト上の直前、 「羊の囲い1の比醸楚話では、 「門」というシニフィアンは三位一体の第一差口としての「父，なる栴を表意していた。そこ

では「羊飼い」は「子」であり、 「門番」は「聖霊」である（10章冒頭の比鍼話は9章冒頭の奇跡物語と対1肥しており、後者でも三位♂体の寓喩が

出現している）。前者で〔父iが「臨とされたのは、イエスのものとして人々を選ばれ、彼らをイエスのもとへと引き寄せられ、彼らを召すために

子を派遣されるという、父の権威による愛の行為の動ξ5赴を物象化した結果である。その権威において「門」は「羊飼い」と決定的に異なる。

ところ纏ヒ窮説話が終わるやつぎの瞬間に、子が自らを「門」と名乗られた。子の第・一声は、それがK嚇雅sWdtである限り、父の場所をそのま

ま継承するしかないのだ。当然テクストの不具合を指摘する多くの声があがった。しかしそのような声は

が

一「般1諾寺的言語にみかけられることだ

ヨハネのテクストに特に著しいことは、同一のシニフィアンが反復されているとき、その でのシニフィエたちは相互に異なっていることを

示すことこそ屑且われているのだ、ということを忘れているのであろ。

 CC冒頭でイエスがご自分のことを「へ一・スラ・トーン・プロパトーン1と語られたとき、彼の語られたのは、ご自分の「持ち

物は徹頭徽尾、人々を召喚する父の働きの代行機能のみ（この意味では今後は「門」と「羊飼い」の区別立ては無用となる）」であ

ること、「トーン・プロバトーンという属格は召喚するという動詞概念の対格を示している」ということ、そしてさらに「他の誰で

もなくわたしこそが父から派遣されたものである」ということである。そしてさらに、㏄3から判断すれば、イエスの第一声は「わ

たしが羊を招く門として たのだ」ということを共示していることがわかる（始元としての抽象的な「在るということ」の言語化は

不可能である。認知言語学は日常言語活動の直中で、1ひと列在るは生．まれ［てい1るに、生まれるは来るに、来ろは降りるに、死ぬは

去るに、一去るは上がるに、それぞれ写像されうる、と論じている）。

CC2－4は『エゴー・エイミ』が神から由未しているということと、その出来事が過去に対して根本的に新しいものであることを語り、

CC5－7は『エゴー・エイミ』が地上で将 に向かって具体的にどう働くのかを語っている。現在終末論としてCC5－7という言語が閉

く、覧へと強く方向・けられた空間とは9ち、地上の具イ的な「「の国 である4。

 さてわれわれと共にKeigenes Wdtの意味生産の現場を目撃された読者は、 CC前半のここまでのうンガージュと㏄後半のそれと

の問には、（それぞれが『エゴー・エイミ』の現実化であるとはいえ）決定的な位相差が存在することを認められるであろう。

1．3．2．2 ・≠劒いどヂノきちどの外か据4摩

 CC8－12でイエスは（いまはそのように見ておこう）、「わたしは来た エゴー・エールソン」と語られる。そして「わたしが来た」

とはどういうことかを、われわれのいう「対極包含語法」、つまり反対側のポールを立てて、それを否定的に包摂した真理として自

らを開示される語法で、語られる。反．対側のボールには「盗人が来る」が立てられている。CC8’12の対比ではく羊たちの所有領域

〉がpro飢eされている。「盗人が来る」ということはく羊たちの所有領域〉が貧困化することである。これを否定的に見つめてこれ

を逆方向に超越した彼方（＝この次元を否定的に包摂した彼方）に出現する意味が「エゴー・エールソン1にある。それはく羊たち

の所有領域〉が新しい超越的次元で豊富化すること（あり余るほどのものを受けること）である。対比される二種目動作主（agent）

が立てられることによって被動作主Φatient）が動作主の方へ／方から移動するという、この経路の方向の違いが鮮明に対比される。

そうすることによって羊たち、そしてイエスの話を聞く者たちの、手元の所有領域の変化に、注意が向かうことになる。そして被動

作主の核心となるものはゾーエーであるが、ゾーエーの内容はさしあたりは、対極のスオー、アポルミから逆心に推論してみる以

外に知られない。羊飼いと羊たちとの関係は、後者が受領するpatientの内容が未だはっきりとは知られないということを含めて、

いまなお外別なままに留まっている。
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1323 一斧」吻いど・≠みちどOJウ欄爆

 CC13－22ではイエスは（と見ておこう）、「わたしは良い羊飼いである エゴー・エイミ・ホ・ポイメーン・ホ・カロス」と語られ

る。そして「良い羊飼い」とはどういう者のことかを、やはり「対極包含語法」で語られる。反対側のポールには「雇い人」＝「羊

たちが自分のものであるのではない制ゆご立つ・㏄13⑳の対比ではく動作主の・劒なかでの、二つのPの上下動〉がF面1・さ描。

二つのPの一方は羊たちプロパタP1であり、他方は動作主のいのちプシュケーP2である。

 対比される二つの小㈱の参鯨1ま動作主の心である。㏄捌9で鰍‘・直面し凝喰餅r雇い人」が㎞面醜r羊たち」耀
き・去りにしてそこから逃げると誘られている。このように語られているとき、この「離反行動」は幽の描写なのではなく、

語り手（grou崎の心的走査（m㎝朗s㎝踊ng。 ここではr雇い人」が「羊たち」から れ・去っていく を いこ
                                                かべる語                                                      のべヨの
一》の記述で紡ことは跡職・受け馬引れる．この鵬・眺㎝i㎎そのもの1・、副手の醐な価値判断が主観化
されて包含されていることも閑き手に受け容れられている。こうして語り手の、動作主両ed窺「雇い人」 の行動をめぐる語りのな

かに、閑き手は動作主貯寧αcrの心的態度を見る窓をもつのである。

 ところで認知言語学では、起点領域で「物を持ち上げる」ことは標的領域に写像されて「そのものの価値を高く見積もる」ことと

表昏で浩歎「歪鵬圭灘鋤窟款、う謬灘鍛驚認竃濃細舗怨讐
この反対ポールでの年下を閑き手は想像力において逆方向の超越的次元に推論をする。危機に直面した際、「良い羊飼い」にあって

はそのく心の中で職が に げ てられ造が一 に く ち上げられ〉て、「良い羊飼い」はこのP1を追い求めてr羊たち」の中

へ深く入っていく、ということ。

  「良い羊飼い」の反対極にいわば反面教岬として「雇い人」がこのように立てられることによって、閲き手・羊たちは、語り手・

良い羊飼いに対する内的な信頼関係を一挙に確立する。ご自分のプシュケーを捨てる程までにこのわたしを愛して下さる方のこの釣

求の言語行為に直面して、（℃11で与えて下さるといわれたゾーエーの内容が、羊たちにはおぼろげに理解されるようになる。ゾー

エー理解のその入りロには、このような「絶対的にそして愛の観密さのうちに守られてあること」の喜びが湧き上がっている。㏄17，22

との反照の光の中で」良い羊飼い」一イエスの・「ご自分のものたち」がどれほど愛され守られているかがひしひしと伝わってくる。

1324 身だ」一シく御鋤膨〃塑κ〃’をこどψ～解蒙であ5

 嚇22の範囲には微少なたとえ物語が動仁並んでいる。たとえの見事さは語り手イエスの手碗を示しているようであるが他方で、たとえ物語の主

人公にイエス自身が立たれるということは共観福音書のたとえ物語と照らして奇妙である。その目で読み直してみると「主人公にイエス自身が立たれ

ている」といっても、㏄10・15の範囲でさえ、主語がイエス（わたし）となってしかるべきところがそれを遅ける表現、となっている。結局動詞の直説

法r人称撫多はα腰の細1二栃しみ・ないのである識者は祉餓田の範囲での鯛の直説法r人棚のはるか砿範紛犠確

認されたい。

 今まで当然視．されていたのとはまったく別の同位体を、われわれは想定しなければならないようである。

 ㏄躍の梱で（m5矧繊いた・醐麦の枠をなしている勤（仁スの反対側のポールについての勘）は、仁スと‘翻ゆAとして

閑こえはしないだろうか。別の語り手のナレーション、演劇のコーラス隊・・一

                                 サ  ロ  ロ  コ    むしろすでにわれわれは上で、α3から「わたしが芋を招く「として 二のだ」と解釈：できると述べておいたが（L訟1董㈱、Cα〔U3は、そ

のような「解釈Jの対象としての「文言」ではないのか。

1325 〃テキえ「ムのズ1煮で㍑をレ隔の4し？

 鳴22全体を語っているのはむしろ、「共同体の解釈意趣そのものではないのか？共同体の深部に「エゴー・エールソン」、「エゴー・エイミ・

ホ・ポイメーン・ホ・カイロス」という言葉が大切に守られていて、OG虚22はそのカテキズム上の答えではないのみ㌔上の言葉をまず唱え、会衆が

その解択を唱材る（テクストではその門門は変叉されている）。そしてこの解釈力洪同体のギノースコー、その信仰告白である、というふうに…・・。

 そのように考えてみれば・「エゴー・エールソン」がすでに「エゴー・エイミ」の動詞を日取山三分け入って解釈したものである

ように閑こえる。『在りて在る』神ではなく人の子・イエスが「在る」、「在る」のは「成られたjのであり、「成られた」のは「到来

された」のである。そうするとまた、「エゴー・エイミ・ホ・ポィメーン・ホ・カイロス」そのものが「エゴー・エイミ」の動詞を

一解釈したもののように閑こえる。『在る』という方は人閏にはそのままでは理解できないのであり、いわば『在る』
という透明体に、その機能と様態というく試薬で色づけ〉してはじめて、これは視認できるというわけである。

 こうしてわれわれは、（X322の範囲には「エゴー・エイミ」についての共剛体の甲州ノースコー。を捉示する同㈱澱然と存在する、というこ

とが吊ると思われる（イエ畑鮮α白滝想κ恥1伽ど鳳伽崩ず桝ヲーズコー．〃露α泌ど一

いてだむ「めてL幽しとノこ実「5凱澄りで乞5ろうノ。

  庭・エイミ〃9酌鷹粥0ここ…暇ここで・ラ〃L澱…  i叢箋i講
1，撚噛隔鐸 4 へと功 ● 御6こ昂蜘ら妬・脚）内に「最初の」無虚無円環撒をえた「舷＝ギノースコー」カ・
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ここにカテキズムの空間を闇きながら語り出されたのであり、これが㎝・7の＜P＞の とき合ったこ’いて0の における強力な

」堕、となり、上掲BB1421の な「イエス のランガージュを終点とする、最も大きく、最も太い円環力鰭き出されたのである。

 われわれの前に「エゴー・エイミ」の言語空間が張り渡されていく筋道は明らかになってきたと思われる。

 イェズψ腿かさ轟6ギノーズ：7一つまり「自分のものたち」の「ために」まずイエスがご自身のプシュケーを捨てて空虚

となられることによってはじめて彼らを「自分のものたち」であるとギノーズコーされる働き一により地上の「神の国」がすでに

闘始され、そしてこの無条件の愛の自己犠牲に圧倒された共同体が、イエスの犠牲へのく応える愛と感謝〉で自らの誕生をこの「神

の国」のうちにギノースコー。するということ5。このようにして、人潤の意識に最も抽象的な「エゴー・エイミ」のロゴズが、新し

いランガージュを閉始していくのである。このランガージュと共同のモラル（すでに地上の「神の国」を構築しているモラル）が湧出

していく強力な源泉は明らかにイエスの言葉∫テーン・ブ♪ユクーン・ムー・ティセーミノである。この根源となるシニフィアンを

根底にして、CCには『エゴー・エイミ』を表意するシニフィアンが4つ（CC2，5，10，13）、横滑りするように並んでいる。われわ

れは以前は、この横滑りをテクストの断片性としてしか理解できなかった。しかし今は、このr置き え の連 こそ、ここで始元

 な    が” であることの 大の  であるのであろうと、われわれは考えている。

 小論でここまで検討してきたテクスト範囲において出現するギノースコーの働きに以上のように理解出来る。「敷初の」共

同体のギノースコー。の最も深いありようはこの範囲には語られていない。それは5－10章長大物語の最終最高頂点10，31－39

のなかに「父と子の相互内在の知」として提示されている。10，38bの奇妙な語法く臆侮κα、 γu嫌 その結釆、

あなたたちは知るに至り、また知り続けるであろう〉は、われわれはこれを詩編第82篇（81篇）5a‘二関係づけて理解する（ヨ

ハ10，35が詩82，6の引用であることはよく言われていることであるが）。

1、4 fエゴ」・エ4’ミノを6イエズ碑7一冤釜ろ巴6／  00朝断 厚の認しソ〃石働励ノ

 これまでわれわれが考察してきたことの総体を圧縮して表現するようにして、10章胃頭には「羊の囲い」の比諭鋭話が語られて

いる。イエスの降下一上昇の道筋は存在r不在の交替のディスクールを内包するものである僻判シァ躰焔嘲。

1）D

1町は・きり圃
                                     らない者、門を通って

                                     羊の囲いに、

                                   そうではなく乗り越えて奉る者、ほかの か幽

                                       その者は、盗人であり、強盗である。
        102しかし る渚」、門を通って．

            被が羊伺いである。

                    103この者のために門番は闘き、

                  そして靴  彼の灘i鱒   閑く・

                  そこで 自分の羊を  彼は難i勲一二1』、名によって

             そして遼，れ出す、彼らを0

        104自分の羊をすべて連れ出したとき、

      彼らの前を鼓は行く。

 そこでギ・は について行く、

   って喝からである、そ磁を。

                                    105幽‘二はしみ、し、

                                    決してついて行かず、

                                    らから逃げP去る
                                     らないからであるほかの たちの灘を。j

lo6仁スは・このたと燵鮎に1璽亙］が、

 彼らは分かちなかった、何であったか、 らに話され去ことわも

 右寄せの上4段、下4段は共同体の「外」を語るコーラス隊であろう。引用箇所中央を見据える目に、まぎれもなく、名

で呼んで下さるイエスの声が跳び込んで奉るだろう。イエスが入曽されるということは即ら退去されるということ。捨牙のテーマは

ここでは直接にほ語られてはいないけれど。イエスの上昇は「イエスのものたち」を抱きかかえた姿で進んでいく。

 語りの末尾   「彼ら」＝rユダヤ人たち」轟「おのれの父を誇る者たち」は、「何を吉われているか分かりません」「閑こえま

せんでした」と言った、と小声で伝える語り・手。

 閑き手はここで、一挙に突き抜け弾けていく喜びのうちに、語り手との共犯意識をおぼえるだろう。「彼ら」のこの「否定

Vbme加ung」は、〈わたしは確かに聞いたがそのことを認めたくない〉という信号に随いないからである。
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        第2章 イエスが身体をもって甦られたことを知るということ

忽  やμク〃〃μ蘇」嶺勘 6切し嘉を響ク4r詔ソであ6

z1」  五エマイ1蘭    力騨の蘇

理
鍋鱒そして」しょ、彼ちのうちの二．人が、同じ日に、歩いていた

エルサレムから六十スタデ｛オン離れたエマオという村へ向かって、

     麗．14そして らは話しムっていた、薄いに、

     これらの出未事の一・切について。

               麗．15するとどうだ、彼．らが括し合い論じ合っているとき、

                    ，．．f．壬．冬卿「貞身ρ「近プ艶二～．奏で．㌻．．」陰ら．ζ、＝二緒1三身．皇鯵やられたではないか・

                                 麗＝17イエスは彼らに言われた、

                                  「歩きながら、三いにやり取しらしているその話は何のことですか」、

                                  二．人は立ち止まった、晴い顔をして。

               ‘腫するとどうだ、イエスが二人，と一鰭に食事の席に着かれたとき、

                    ．．で．壬．ろ健づ．≧．転蓼～．鉱｝．．．蟹1甚ρ！軟．り．を唱え・パンを裂いてお渡しになったではないか。

                                  その姿は哉らから夏．えなくなった。

     禍．認そして二人は つた 互いに、

      「わたしたちの心は燃えていたではないか

     道で繕しておられるとき、また聖書を説明してくださったとき。」

              （行釧路のあ鱒』看左のもの、ならびにr鮎のものはこの細肋郊師副の瓶からはずれているので、さしあ劫織された・，

      πq醜π改v㎜τ伽σΨβεβ叩面㎝りτo㈲，

               匡亟璽レゆい㈱α職㎜圃圃
                    ．、軍ヰP【寧b～．1π圃騨q鱗．9脚～罵瞬

匝團脚ゆ㎜皿杁・晦・α～聯峰醐伽
     ．㎏陶．やv．⑲ρP．畔斗卿軍μ、．．蜘～喚騨ouα瞬●

                      照、αb賦d；φ隅γロ⊃く瞬u3d鷹●α樋り，

〇凱th綱αゆKα1ρμ∋1η帝1卸触加］
ω；麟λ肌塊℃リセリ面b＆叡Φ⊆a因め漁り屠り」畝⊆隅〔唾9

 「出糊の異常性力㍉ この「出来事』をめぐる弟子たちの「論談の盛り上」ゲり」によって皿㎝eupされている。 「歴嫁」ルカは、 「出衰事』を

言紫のなかに呑み込みきらなけれlfおさまらないかに見える。むしろルカにとって、〈人々のロに上って噂がもちきりであること〉がr出来事」の重

大性の標識であるかのようである（噸．V17・18）。上掲外枠からは抜き去られているルカのテクストでは、驚くべきことに、イエスが「身体をもって

甦られるということ」を、難られたイエスその人がやっきになって一魚ここに及んで、とさえ言おう一説明し直される（ヨハネ「福音書」での

告別説教の累積は、このような不自然さの克脹と闘係していよう》復活顕現物語におけるルカの、解説教育言語の突出は見落とすことができない。

 それはとりもなおさず、弟子たちの見る閃くという知覚への不信に結びつく。知覚は塞がれるか否かの方向から注目されるにすぎな㌧㌔他方、 1歴

煉として、事師卿尋性を捕成する「物証を提示する」という喚覚と行動力‘1、動物的ともいえるほと冴え渡っている。

 いずれにせよ、このテキストは、置石たちの主体的知覚の貧困を前提し、 「イエスは身体をもって甦られたのだということ」の確信を弟子たち（な

らびに開き手、銃；者）‘執論証と物証で外部から強力1二注入する、という構造をもっている。ひとに対して事力外から示さ献事に対して言紫わ外か

ら付加される。このような特犠点は、ヨハネのテクストとの対黒を考えるとき、重大である。

 なお、「パン裂き」という共同体の根源事象が物証として出来するまでは、二人ほイエスの拠」認めるjことができなかっ

た、ということが、「目が妨げられていた」ことの内容1である。視覚聴覚は統合したものとして語られていることに注目しよう。

 それと関連して、われわれにとって非常に重要と思われることは、武後の二行に記述してある二人の述懐である。

  「パン裂き」という出亀戸によって楚りのイエスとの遭適が達成されて初めて、それより前に実は「イエスの言葉と自分たちの存
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在とが共振していたこと」が想起され 後的に意r’され’「た（『～ではなかったか』の言語表現）ということ。意識と無意識、想起

（E血merung）と記憶（Ge曲chtn油の関連。「イエスのパロール」はイエスがはじめに二人に「近づかれ」たときに始まり、イエスの

姿が二人に「見えなくなった」時点で「句読点が与えられた」。この句読点の場ではじめて、先行するシニフィアンたちの連鎖は、「心

を燃え立たせる」意味生産を遡及的に迎之得たのだということ。このような次第が生き生きと語り出されている（イエスが見えなく

なったとき、パロールが終結して意味生産が隆起する。この構造は、仲間の報知に接したトマスの心に、何かを産み落とした〉。

2■2  五エマ匹イ：蘭    ヨハネ先クズ声どの嚇絹1’ご孟ゾノでホ6日中嘘忽乙ておき差い考鞭

匪
2幡そこで、イエスは彼らに言われた。

     「ああ、物分かりが悪く、預言者たちの言ったことすべてを信じるのに心が鈍い者たち、

     24；26メシアはこういう苦しみを受：けて、栄光に入るはずだったのではないか。」

               24卯そして、モーセとすべての預言者から始めて、

                自分についてのことを聖 全イにわたり説明された。

雪明一行は目指す村に近づいたが、イエスはなおも先へ行こうとされる様子だった。

2伽そこで二人は彼を無理に引き止めた、こう言って、

     「一緒にお泊まりください。そろそろタ方になりますし、

     もう日も傾いていますから」。

               そこでイエスは共に泊まるため家に入られた。

㎜t脚eβu瓦σαvuoα～xbり勘。帆εら

     M6り◎リト田θ’娘伽，加即6⊆セσ卿αvヒ（y註り

     鵬t1（色KλLκεり髄1h脚．

               Kαtεt（埆λθεリr：o｛｝με黛縦tσbリα廿ロ∋鶏

               24＝30するとどうだ、イエスが二人と一緒に食事の席に着いかれたとき、

               イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱え、パンを裂いてお渡しになったではないか。

               24；3且そのとき二人の目が閉け、彼らはイエスを認めたが、その姿はかれらから見えなくなった。

               24＝35二．人も、道で起こったことや、パンを裂いてくださっていたときに

               自分たちにイエスが知れた次第を話した。

Vgl 24．娼そしてイエスは彼らに言われた。

   「これらが、まだあなたがたと一緒にいたころ、わたしがあなたがたに言っておいたわたしの言葉である。

   つまり、わたしについてモーセの律法と預言者と。編に いてある 柄は、すべて必ず実現されなければならない。」

6τt蹴πλ顧1㎎t
■      一

「引き止めた」のは弟子が「自分たちのところへ∫、ということであり、自分たちのところで客人の「誰であるか」がわかったのである。あわせて

「モーセと預言者」 （噸ルカ1（～2931）の特徴的な峯謝＝目を留めておいて頂きたい。

それではいよいよ、上掲EEと囲を下記GG（ヨハネL35－45）と比較することにしよう。

22 〈轍芹言謬’ごよる」錦〉多反転させろヨハネ1彊疑心ノのランが一ジュ

221 た乙マイ糖ノ善男礎ノご塔ま∠！…ヨハネ謄音豹の1多子6鱗
 われわれがテクストを詳しく引用提示するのは、ヨハネの「弟子召命物語」がルカの「エマオ物語」を明確に踏まえていて、前者

による後君のく価値転倒的〉解釈に新約聖書のランガージュの著しい進展があるのだということを、小論読者に目撃して頂きたいと

切望するからに他ならない。ここの焦点、は、「事」に「言葉」を接続しようとするルカの強力な志向性を、新しい次元で継承薬展さ

せようとするヨハネの深遠崇高な敢為そのものである。下記GGのごく微細な、分に至るまで、上 EE－FFとの白熱した対比を
 ち広げる言．的軒的活動のうちに、語り出されていることに気付かれるならば、そこに信じられないほどまでに新鮮で深い意味産

出が発生していることが歴然とすることとわれわれは考える。

GG
1価その翌日、また、ヨハネは彼の弟子たちの二・人と一緒に立っていた。
1＝36 ｻして、歩いておられろイエスを見つめて言’う、「尼。ζ、がの’ノ・ヂた1σ

     L：87そこで二人の弟子は彼がそう言うのを聞いて、イエスに従った。

                    1湖イエスは振り返り、彼らが従って来るのを見て、彼らに言う

                    「存をξヒめてい6のか」。

     そこで彼らが言った、

                     「クど一翻訳されて『先生』といわれる一
                    どこノ諏汐ま』ワて～ぢちノ匹6のでプ’〃」、

                    1湘イエスは彼らに言う、

                    吻ヒ4さい。そうナカμ覧｝か6」。

     そこで、彼らはついて行って、どこにイエスが泊まっておられるかを見た。

そしてその日は、イエスのもとに泊まった。
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午後四時ごろのことである。

1湘シモン・ペトロの兄弟アンデレであった、

ヨハネの言葉を聞いて、イエスに従った二人のうちの一人は。

     1＝41彼は、まず自分の兄弟シモンに会って彼に言う、

                       「わる乙たちμ透二会」ワ・を、メシアに

                       一一一翻訳されて 油を注がれた者 である一」。

1：42そして、シモンをイエスのところに連れて行った。

                      イエスは彼を見つめて言った、

                       「あなたはヨハネの子シモンであるが、

                      ケファどrチ励6〃∫よい一一「翻亥「さカで隅一」。

1：43その翌日、イエスは、ガリラヤへ行こうとしたときに、

                      フィリポに出会って彼に言う、

                       「わ泊乙’；捉い盈昌さい」自

工溺フィリポは、アンデレとペトロの町、ぺトサイダの出身であった。                        ，

     1；婚フィリポはナタナエルに出会・って言う。

                       「モーセが律法に記し、預言者たちも いている方に

                       わ，を乙ノ…ちだ出美トっ泊。

      それはナザレの人で、ヨセブの子イエスだ。」

苅セπα℃P↓oリπαλwε㌃στhκεtb’1ωα1ルη⊆κα、ヒ1（τ曲りμe二軍α｛兀66δもQ

Kα㌃セμβλ£Ψα⊆てΦ’1ησc6περしπατc雨3ソtLλ£γεt，”1δεbdμレb⊆て◎bOεc6．

      κα蹟KQDσαり（丸δもQμαe叩αtα航（沁λαλd軌。⊆κα凶K。λσ働σαりτΦ馳1ησdb．

                       στραφεt⊆δセb’1ησ（痺Kα配θεασ（駆εり◎⊆αミγτ◎驚αKoλ．σDθODレ℃α⊆λ倉Yaα｛兀◎し⊆，

                       πζη肥肱

      d．δセετπαvα航Φ，

                       ‘四五3五bλ色YεταしμεθερμηVε℃そ糎1／Oり

                       ‘4ε（賜σ纏，π0δμ醜‘ζ；

                       籠γεLα航α⊆，

                       吻6σ龍κα～δ幽σぬ

      航λ斑りdもりκαitετ衡りπoもμ…り飢

Kαtπασα｛）τΦセμεuκエv’τhり向㈱リセKεtソ甲・

鰍和（b⊆旋κ（比川．

THゾA雌α⊆bαδελ．φ～鴻Σ’叫北ωv鮪n航POD

ε｛¢κτ6bレδb。τのりακσゆコ伽ωりπα〔豊「1磁㎜）καtdK。λ。ゆσα1兀ωvα｛晦

      εhptσKεしd翫（》⊆πρζbτoりてと厚αδελφbレて～ルtδtOリΣ瞬D1κx 1（（hλ琶y飢α｛兀Φ，

                       一
                       一・
偽Yαγεりα航bりπPとくてbり’1ησdbり．

                       セμβλ£Ψα（；αbゆb’1ησoも⊆ετπεリ，

                      ΣbεTΣtFωv b℃耽bζ1ωdyいDu，

                       σ1＞κλη吻71【ナ7爾δ切μη伽zlz瞬．

 丁面セπα｛Ptov雪10セλησεリ琶ζελθdりε乱くτhv rαλ．畝α杖xリ

                      καtεtptσKεゆiλu筑。琵καtλ舞飢α枕Φb’1ησo函，

                       1ノ監κ◎え0αセεμ0乙

伽δセbΦtλLππo⊆απbBηθσdt～h，セκ埆⊆π6λεω⊆’Avδρ色σU K（オr琵τρOD．

      ε加tσKεしΦtλ瓢（掩伽Nαeα噸λκαt斯εtαbゆ，

                       “0り稗㎎ΨεりMω噸ζセvゆv6μ（Pκαt（丸π岬αL

                       ε吻焔με君

      ’珂σdbり憤bvτdb’1ω（滴φτbりαπb NαζαP航．

 ヨハネのテクストはルカのテクストに対して、 「視力」と「言語1と「先を歩く者」と「新しく生じたもの」についてめざましい脱構築を敢行して

いる。ヨハネのテクストでは、弟子たちは読者からは想像もつかないほどの、深く強力な視力をそなえていて、彼らは「見れ1卿ち信ずる」という世

界を歩んでいる。解説教育言語が登場する隙間は皆無である。むしろ深い沈黙の中で、白熱する視線と視線が交差する場で根源語が初めて生産されて

いるのである。イエスの「来なさい」、 「従いなさい」の根源語にヨハネ共同体の根源語『ヘウ〃一〃メン、われら今遇うことを得たり』が巡

奎生している。小論読者は先刻お気づきのことと思うが、後；者の生誕を告げる小形  41と145の強力な反復（救済者の「名 の圧縮と置き換えと

してのそれ）こそは、ここがわれわれのいうコーラーであることを、最も強く表徴するものである。しかも歴史的｛ 「レゲイ、 は言う の鼓動は
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まことに強力であり、それが生み出す律動の流れは、慶びのうねりを彼方へ彼方へと伝えて行っている。闇の中で「見る」の光が交錯し、この触れ合

った光が生み出した始元的な暗」帆ノ献字の辮ヂで示ムゐ／言甜である（この楓原語に住み着く中位音β1、1w、ノ（y力却象的である）。

上掲GGをもう一度読んでみよう。洗礼者ヨハネの、「地上を歩まれる」イエスを指し示す太く強力な視線。イエスに突き刺さったこの視線の槍は

そのまま「二人の弟子」の身体を引き立て導き、二人は意識を奪われた者のごとくである。振り返られたイエスの狽線と二人の視線は向かい合う。双

方向の朗報は表層の意識を突き抜けて、深，く相手の底を覗き込む。 嚇を求めているカ¶の心底を問いただす声。この言葉と、最初の洗礼者ヨハネの

言葉との問は、全くの三燃 「来なさい」との招きを受けた二し勺まイエスの泊まられている場所までついていく。

ルカテキストではどうだったか。先を「歩いて」いるのはイエスではなく二人の弟子であり、イエスは影のように後からついて来られる。あそこで

は二人は「目を妨げられて」いたのだから、場面を進行させていたのは、沈黙の中で進み行く履線」ではなく、見えないままに話し合い論じあう「言

葉」である。だからイエスの問いは、 ［何を見ているか」ではなく「何を話しているか」なのだった。そして泊まるようにとの招きを受けたのは二人

ではなくイエスの方であり、泊まった場所で弟子たちに生じたのは「ヘウレーカメン」の「言葉」ではなく、出来事酷諭する覗力」なのだった。

これだけを取り出しても、ヨハネの面目躍如たる詩的制作的な脱隅隅の技量とともに、二つの麹は誰しも認めざるを得ないところであろう。

「見る」という視覚言語の禾思議な充満、「解説教育言語1を畳みかけ、言葉で世界を掴み取ろうとするルカのテクストの旧劇は丸ごと転倒され、

その結果は過激すぎるほどの沈黙、そしてそれが受信者を強制して、了解へ向けて自ら跳躍させあるいは沈み込ませる。意味産出の現湯だからだb

両文書の旧暮れ別降の叙述」ひとつを対比してみればよい。 「パン裂き」という物証＝「事」の照射と、完壁な沈黙の暗がり

     （われわれはこの沈黙の中に包み隠された謎   二つの根源語「二女さい。ぞうすノZ紛か6」と「わ差乙涜ちμ出会

     つた、メシアに」とをつなぐ原体験が一体どういうものであり得たのか  への問いに、ルカ24，29－30が答えの糸ロ

     を与えてくれているように思えたことから、両テクストの関連．を確信していたに過ぎない）。

 イエスの視線、発せられるいくつかの根源語、とりわけヘウレーカメンの響き。さながら地上を歩む旧約の巨大な神がそこをよぎったかのような感

じを抱かせるテクストの空間。ヨハネ騙音書」がその物語の冒頭の「弟子召命物語」を、ルカ福音書のフィナーレの一単元「エマオ物語」を丁寧に

辿りつつこれを脱構築して語り始めているということ。この凄まじい大胆な敢為についてわれわれはひとつの仮設を立てる   ヨハネ口口体は鍵り

のイエスとの遭遇に失敗した体験があること、しかし、そのことによってかえってイエスの深い愛を知ったのだということ。ここにく遭遇の失敗〉と

は、イエス復活を巡る溢れるシニフィアンの乱舞とモラルの既成化という、すぐれて言語；モラル的樹告に起因するものをわれわれは考えている。

われわれはヨハネ共同体の上に仮設する〈遭遇の ；われたイエスを捜すゼーテインということの主題化〉（儲の滑落、疑．の群生、救いへ

の艶望、イエス運動への敵対、そしてのイエスの［再発見）を徴して、「エマずの と一ぶことにする。

222  空虚を塞の遊撃かち存仰の駐を求・珍6ヲハネ井弄ヲ摩、その言1謬旧式を乃邑6ノ
 薙を塞一喝マオ棚上での遭遡」一義デの｛齢〃中央への潮。ルカによるイエス復活顕現物語の三歩の律動。ヨハネ共同体は、

「復活のイエスの噂がもちきりであるエルサレム」を背景にする「地方1で、イエスとの遣遇に失敗した。ルカの「空虚な墓」と「弟

子の輪の中央への顕現物語」を結ぶ環力物断されたその隙聞から、ヨハネ「福音割は噴出したのだといえるのではないか。乱舞す

る信仰の言葉が覆い隠す切れ目。この切れ目へと禾可避的に滑り込んでいくメンタルスペース、ならびにそこから溢れ出ることを開

始した新しいランガージュ。

 そうだとすれば、「弟子召命物語」の薄明かりの中で吉兆を告げるように響くあの「ヘク〃一zクメン」は、＜甦りのイエスへの遭

遇〉を告げるもので「も」あったのであり、むしろ〈甦りのイエス〉を「捜し」、＜バラクレートス（呼び求められて傍らへと来臨

された方）〉としてこの方に出会うことができたことの、「羊飼い達の告知する剤であるといえよう。そうであるとすればおそら

く、あの「ヘク〃一〃メン」はたんなる遭遇の喜びではなく、反逆の大罪体験への絶対的赦しを受けた（後述）諸個人の、〈再〉遭遇

（全く「新しい」赦す神への遭遇）の喜びなのだ、と考えることが許されるのではないか。

 ノ：記FF、 GGの下1攻口’こ左βさ霧みい。「われら今遇うことを得たりヘクレー，ク〆ン」という言葉が湧き立つ、その場に立たれて

いる方を表意すろ「名」が、Xと直接に示されるのではなく、わざわざ「Xと翻訳されたもの」、「Xと書かれたもの」という注記に

よって間接的に示されている。この言語形式は見落とされてはならないとわれわれは考える。ルカではそれは名の由来を教えるもの

であろうが、ヨハネでは従来の空虚ま●シニ7イァン威自らに対する〈絶対的赦しの現在〉において啓示された「真の、ないし別の、

ないし新しい爬cht磁der ander（沼der new」内容によって、プ〃一ローマをえみ、ということを語るものであるに違いない。

 その内容とは、「穴」、「空虚」、「門」、「テーン・プシュケーン・ムー・ティセーミ」に深く関係する根源のシニフィアンである。

思弁的無ではなく、父と子の自己放棄（イサク奉献と深く向かい合い、かつ無条件にそれを超越している）の愛に充満した、測り難

く深い親。「空虚な墓」にヨハネ共同体が発見したものについての考察はここでは行わず、「エマオ物語、「 の輪の中央へのイ

エス顕現」をめぐるルカテクストがヨハネテクストにおいて明確に「反転された」ということへの一層の注視を求めるに止めよう。

 ともあれ「イエスの墓が空虚であったこと」はヨハネ共同体にとって、「エマオ途上に甦りのイエスを喪失したこと」そのものに

重なることであり、〈擢、溜の中’ご何を尼ノをか〉として、信仰再生の始動点をなすものであろうことだけは強調しておきたい。
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 ヨハネ傭葦豹だ吊子6轍ゴどA雌頭〔1死糖ノが燃’ご対応乙てい6こど5わ轟わ轟々以応κ1鉦示乙た。しかしその
ことの意味は不明のままであったが、いまやっとその謎が氷解した。その対応の言語形式の一端を「免て」おきたい。

まず、ヨハネ がらの盈 0叢元5勘だげ ♂∫ を  ’ご雌どでい6かが表出されている鮮烈な言語形式。
HH

・』2そしてヨハネは証しした。

ぐ一一…・一……一・

霧i簸猫轍：＼

       ●●●●
乙＝33

        、、

㎜灘＼凹〉
・・一そ・て、・・・・…，・瓶3認

・…

  ，・

，！

／

2飢1マリアは墓の外に立って泣いていた。泣きながら身

をかがめた、甚の中へ向けて、鋤2

すると彼女は見る

二人の天使ゆ

白い衣を着て

 っているのを

人は頭の方に、もう一人は足の方に

イエスの胃体の書いてあった所に。

2013…・・「わたしの主が取．り去られました。どこに亙

かれているのか、わたしには分かりません。」

鋤4こう言いながら後ろを振り向くと、

イエスの立っておられるのが見えた．

しかし、それがイエスだとは分’からなかった。

！ ．。．

   、
1．励更．に言われた。rはっきり盲って

あなたがたは見るだろう

天が閉け、

「の天使たちわ

昇り降りするのを、

の子の上に」

   ゴ

／

○・

Oo

 o●

oO■．

 ．■○

  ◎●o

  O●●．

   Q●●．

    ●響

202エイエスは重ねて言われた。

「あなたがたに乎L和があるように。

父がわたしをお遣：わしになったように、

舷た』もあなたがたを遣わす。」

A7ズの擬  ・恐  ・ がぐ 工え

H
の踏元〉二ぞ0澄 を8っていムとされていることについて（左右水吉に対置）。

1＝6プ リポはナクナエルに出会r⊃て つた

「わたしたちは モーセが 法処』」重

言者たちも いている に出会った

それはナザレの人で ヨセフの イエスだ

1．衡するとナタナエルが 「ナザレから か いものが

一ので、フィリポは、昧て、見
なさい」 と＝言ったo

1．σ
Cエスは、ナタナエルが舶分の方へ永るのを見
て、彼，のことをこう言われた。「見なさい。まことのイ

スラエル人だ。この人には偽りがない。」

1＝萌ナタナエルが、「どうしてわたしを知っておられる

のですか」と言うと・⊥三一
なたがフ｛リポから話しかけられる1にいらじくの

の下にいるのを見た と言われた。

1．⑤ナタナエルは えた

     「ラピ、あなたは9の子です

1．日｝イエスは答しえて言われた。

「いちじくの の下にあなたがいるのを見たと言った

一。もっと 大なことをあなたは ることになる。」

20みそこで、ほかの  たちが

」：一と、

トマスはった「あののにのを見このを
に入れてみなければ また、この をそのわき に入

れてみなければ、わたしは決して倍じない。」

㎜さて八日の後、弟子たちはまた家の中におり、トマス

も一緒にいた。戸にはみな鍵がめ・けてあったのに、イエ

スが未て真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるよう

に」と官われた。

2027それから、トマスに言われた 「あなたの指をここに

当てて、わたしの を見なさい また、あなたの を

ばし わたしのわき に入れなさい 信じない ではな

く、信じる君しになりなさい。」

㎜トマスは答えて、

      「わたしの主 わたしの’よ と つた。

脱9イエス‘卦マスにわれた。

「わたしを見たから億じたのか。

見ないのに信じる人は  いであろ。」
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次に〈イエズ妥   わ轟ゐイエズを撹す〉どいうテーマ’ごついて。上記根源語のひとつ「ティ・ゼーテイテ、何を求めているの

か」に関する記述を追跡しておきたい（ちなみにこの言葉はルカ24，17「ティネス・ホィ・ロゴイ」に対応していたのだった）。

 jJ

降

下

来

臨

そ

の

証

言

1．路イエスは振り返り、彼らが従って来るのを見て言われる、

「あを・，をだ 」ぼ 多 ψてレ1るのか テイ・ゼーテゲテ」

彼らが、「ラピ・・『先生』という意味・・

どこに泊まっておられるのですか」と言うと、

1鐙イエスは、「来なさい。そうすれば分かろ」と言われた。

そこで、彼らはついて”って、どこにイエスが泊まゲ（おら

れるかを見た。そしてその日は、イエスのもとに泊まった。
，■■ ’

1』的ヨハネの言薫を間いて、イエスに従った二人のうちの一人

は、シモン・ペトロの兄弟アンデレであった。

L岨彼は、まず自分の兄 シモンに会・って、「わたしたちはメ

シアー『油を注がれた者 という意 一に出会った と
言った。

2。15イエスは言われた。

「婦人よ、なぜ泣いているのか。

あケ澄4焉鍵萎 めて。16のか テ♂ナ・ゼーテイズ」

マリアは、園丁だと思って言った。「あなたがあの方を運

び去・つたのでしたら、

どこに置いたのか教．えてください。

わたしが、あの方を引き取ります。」

2016イエスが、「マリア」と言われると、彼女は振り向い

て、ヘブライ語で、rラボニ」と言った。 r先生」という意

味である。2D17イエスは言われた。「わたしにすがりつζ

のはよしなさい。まだ父のもとへ上っていないのだから。

わたしの凡弟たちのところへ行って、こう言いなさい。

『わたしの父であり、あなたがた．の父である方、また、わ

たしの神であり、あなたがたの’である方のところへわた

しは上る』と。」

2D18

盤

上

昇

退

去

そ

の

証

言

 左枠上段のティ・ゼーティテは、地上に  されたイエスが（洗礼者ヨハネによって人々に紹介されたあと）発せられた「一番最

初の言葉」であり、これが、甦られ上 される前のイエスの「一番最初の言葉」ティナ・ゼーテイズ（右枠上段）にみごとに対応し

ていて、われわれは驚いていたのである。しかし今や、左脚のティ・ゼープイテもまた、「甦りのイエスの最初の言葉」で「も」あ

ることとなったのである。ヨハネ「福音書」で「求める、捜す、ゼーテインする」ことがどれ程重大な根本テーマであるかが、ここ

に改あて示されたこととなる。いまここではさらに、下記引用箇所’KKでの右枠上段の「ナィナ・ゼーテイズ」が、左枠と右枠の緊

密な対応関係から完全にはぐれて浮き上がっていることに注目されたい。この孤立は、上記IJにおける「テゲ・ゼーテゲテ」との結

合にそなえてのものであることは明らかであろう（同様に、上記∬での右枠上段の「婦人よなぜ泣いているのか」が、左枠と右枠の

対応連関から孤立していることが、下記KKでの対応にそなえてのものであることも納得されよう）。

 なお、ヨハネ「福音書」の「中点」7章に書き込まれた、イエスの降下来臨上昇退去の壮大な交錯配列（われわれはそれを「第一

組鏡像体」と呼ぶ）は明らかに『アエネーイス』の「中点」第6巻地下界．探訪に依拠している（後者はまた『オデュッセイア』の中

の12の漂浪冒険物語の第7話・地下界探訪に依拠している）。この二つの地下界探訪物語には主人公が父親（母親）を抱きしめよう

と「三度」努めるが果たさない（Aen． V】L699－702，0dメXI，204－222）というテーマがある。マグダラのマリアがイエスにすがりつこう

とするが果たさない、ということはそれと関係していよう。そのことをふまえた上で同時に、マリアの「イエスにすがりつく」とい

う身体行為とトマスの「イエスのわき腹に手を入れる」（パローする、突き刺す）という身体行為のパロールが、（愛憎に揺れる）想

像的惰感性．において同一次元のものであることは見逃せない。後述するように、トマスのこの身体行為のパロールの背後には「神を

刺し貫いた」大罪の記憶があるのであり、ヨハネ共同体のイエス喪失体験の基盤にはこうした、いわば「ユダの痛切な涙」ともいえ

るものが推論される。マグダラのマリアの涙はユダの涙と接続している。それはヨハネ「福音書」の元来の受信者の涙でもあろう。

マグダラのマリアが（ユダ性を介して）受信者へつながっているという、この意味で、トマスはマグダラのマリアと双子なのであろ

う。20章のイエスが遭われるのはマリアが最初でありトマスが最後なのである。

KK

20Bすると言う、彼女に、彼らは、

「a婦人よ、なぜ泣いているのか」

彼女は言う、

「b人々が取り去 よした、主を、わたしの。

そしてわたしには分かりません、どこに彼らが置いたか、彼を。」

2014これらのことを言った後、彼女は振り向いた、後ろを、

a’ ｷると’女は見る、イエスが立っておられるのを。しかし、彼

女には分からなかった、イエスがおられろのだとは。

2015 ｾわれる、彼女に、イエスは。

「a婦人よ、なぜ泣いているのか。ディナ・ゼーテイス。」

彼女は思って、園丁であると、言’う、彼に。

「bそこのお方、もしあなたが運び去ったのでしたら、彼を、

教えてください、わたしに、どこに置いたのか、彼を。

a’ ｻうすれば’を、わたしが引き取ります。」

  ちなみに、ここでのa－b－a’の律動形式をわれわれは「ヒラリテート」と呼んでいる（立体化学からの術語借用、両手で何かを包

んだ形）。登場人物がイエスの死を深刻に語るとき、ヨハネ幅音割はこのa－b－a’の律動をむかえるのである。

ぐエマ才逮上で〉嬉クのイエズ〃ウ巳 わ存たヨハネ共同体の原光景。われわれはここにくパラクレートス呼び求められて傍らに来臨

される方〉との遭遇体験の始部を見るのである（イエス公的活動部ではパラクレートスは9章弟子論部に出現する）。

一351一



佐々木寛治

λ3 影ラ「泊ちの齢の≠要への甦クのイエノζの』観

231 〃〃のテクノひ㈱卿ノ
恥
A 鋭釦そして、時を移さず出発して、エルサレムに ってみると、

  十一人とその仲闘が集まって、脇本当に主は復活して、シモンに現れたと言っていた。

  2螂二人も、道，で起こったことや、パンを裂いてくださったときにイエスだと分かった盤。

B ㈱こういうことを和していると、イエス御良日め ちの真ん中に立ち，

 「あなたがたに」F・司ヒがあるように」 と「盲われた。

 馳37彼らは恐れおののき、亡霊を見ているのだと思った。

C
3棚わたしの手や足を見なさい。まさしくわたしだ。触ってよく見なさい。亡霊には肉も骨もないが、あなたがたに見え

 るとおりわたしにはそれがある◎」

耽40こう言って、イエスは手と足，をお見せになった。

D一当らが喜びのあまりまだ信じられず、不思議がっているので、

 イエスは、rここに何か食べ物があるか」と言われた0

 2櫨そこで、焼いた魚を一切れ差し出すと、驚8イエスはそれを取．って、 らの前で食べられた

E 鍋蝸イエスは言われた。

 「わたしについてモーセの律法と預宮町の書と詩編に書いてある事柄は、必ずすべて実現する。

 これ二そ、まだあなたがたと一緒にいたころ、言っておいたことである。」

D，型循そしてイエスは、聖書を悟らせるために らの心の目を開いて、

  説葛言われた。「次のように書いてある。『メシアは苦しみを受：け、三日目に門鑑の中から復活する。

  麗．“また、專の赦しを得させる悔い改めが、その名によってあらゆる国の人々に室べ伝えちれる』と。

鋤Oわたしは、父が約来されたものをあなたがたに送る。

高い所からのカに覆われるまでは、都にとどまっていなさい。」

B ’260イエスは、そこから彼らをペタニアの辺りまで連れて行き、手を上げて祝福された。

  2細そして、 ’しながら彼らを離れ 天に一コ口られた。

A2柵彼らはイエスを伏し拝んだ後、大喜びでエルサレムに 、

 跡53絶．えず神殿の境内にいて、’をほめたたえていた。

Cρ’；見、たことを疑うことなく

D，D’：視力、知力の前での

囮
「エマオ物語」同様、この単元にも「見ること（の機能安定性｝への不信と、物証・論証を外部注入しようとの強引さ」が認められ

るだろう。ここには「言葉」の段階と「事」の段賠との不思議な交替がある。段階Aの「語らい」の信虚性が希薄であるとみなされ、

更に強くイエス到来を「実証する」ものが段階Bなのである。信じない弟子たちにイエスは語りかけられかつ実証として「手と足」

を見せられる段階Cゲエスの疋の穴’二 みを乙で、 屍でき6どんf’。同様のことが「魚を食べる」ということに闇して進行

する段階D。事態の推移をよく見ればこの「言葉」と「事」のスパイラルは、イエスの受難と復活の必然性、「必ずデイ」そうなる

べきであるとの、その「ディ」を「語り出す」（段階E）ためだったのであるイルカではr事」は最初の噴昧なr吉葉」を破棄する

ための手段であり、かっ、最終の「必ずディ」起こるはずの真理を告げる「言葉」を導来するための、不r「欠な前提なのである6。

イエスの語りは前半はく弟子たちの不信と惑乱への配慮〉であり後半はく将来への予告〉であり、両者は鮮明に区別されている。

 前半の段階Aから段階Eへの推移を熟視されたい。ここではイエスがご自分のく身体に刻まれた穴〉をrお見せ」1二なったのは、

「肉体をもってのイエスの顕現に対する弟子たちの不信をぬぐい去るための窮余の」惣1、「必ずデイを語り出すための」魑」となっ

ている。つまりル〃の致運砿 砂土を‘ってのイエス0崖クー1の纏髪漠』うようど0君」匿’ご遊わ轟て，  の 感 を躍1き去 ’ご

■∠左薫ッでい6ρ「歴史家コ教導家：のディスクール」はそのタト在性の極にまできてしまった（日常言語の1論理」はソーマを抑圧

する）。新約聖書の言語大陸は「必ずデイを語り尽くそうとする最大の努力」という傾斜の反転を迎える。新しい地殻変動が生ずる。

232西テクズA耐縣  （献上匿をアラビア薮字として、』bはヨハネ2D章の欝号を、1一はルカ21章のそれを表記する艦のとする）

 次頁対照表の「なお、しかし、彼らの不信の故に、喜びのあまりの、そうして惑乱の故に、彼らにイエスは言われた」（L41）と

いう、ル〃〃蝦どんど窯  ’二季 乙ゐ 感面〃8ヲハ でだ めて」吠を‘0どを・フでし階6。この表現、のまとまりがヨハネでは明白

に分割されていて、ここに走っている「断層」が、「地核変動」の発生を強烈に証示しているのである。ちなみに上掲ルカテクスト

U，では、イエスの国禁は前半がXX〈弟子たちの不信と悉乱への配慮〉であり後半がW〈將未への予告〉であった。ヨハネはM1

から「（喜びのあまりの）不信と惑乱」の部分を抜き出し、ルカでは前方にあったXXと結合して後ろへ回し「トマス物語」を形成

する（L39とJ27の対応）。他方ヨハネは「喜びのあまり」をL40と単鈍に結合し、「イエスは手と足．をお見せ‘：なった、彼らはそれ

を見て喜んだ」という形に一括して、これを出  の ’ と ルカでは  の、信の  転送する（」20）。そしてこのときルカの

後方に位置していたYYを現 直 での終 の始 へと組み えて、これも前へと転送する（M9を」22へ、 L47－48をJ21，23へ）。

 ヨハネではM1の表現の中で、  乃ち0 感  ’がん虐こど  ”’轟プ窓い つるこど その6の’‘・点が多で’轟でい

．互のである。ぐイエズの’脅k’ご」醒ま轟ゐ穴〉夢肥6ノどきの鰻ψ号撚浦κを6どき、1＝チどメ駒だ匹チどあき釦κ猷5轟6。
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MM  ヨハネ1福者書」                     ルカ福音書（順序替え部分を対となる櫓印で扶んである）

         囲顔購憩桝およそ柚試榊埼めに左槻されたい

㎜その日、すなわち週の初めの日のタ方、

弟子たちはユダヤ人を恐れて、

自分たちのいる家の戸に鍵をかけて㌧・た。

そこへ、イエスが未て真ん中に立ち、
rあなたρ‘た‘二尋」ネロわ‘あるように」と言われた。

㎜ぞう謬一っで、ヂど」ら’認ど多β君ぜ’二をr7溝。

Kαt㎜ε珈蝋βvτd⊆民ε隠⊆mt伽πλゆりα加6εG
♪夢チ港ろμ、主チ名て、凄，る港ち

戦αρゆり。もりdしμαθ叩αし盛6ソ麗⊆τbりゆρ臓

㎜イエスは重ねて言われた。

「あなたがたに平和があるように。

父がわたしをお遣：わしになったように、

わたしもあなたがたを違わ  」

㎜だれの郭で『‘一あなたがたが せば その

ければ   されないまま残る。」

㎜十二人の一人でデ｛ディモと呼ばれるトマスは、

イエスが未られたとき、彼らと一鰭にいなかった。

m鶉そ．こで、ほかの弟子たちが、

「わたしたちは主を見た」と言うと、

トマス‘睡った。「あの方の乎に釘の跡を見、この指を引跡に入れ

てみなけ相f・また、この手をそのわき腹に入れてみなければ、

わたしは決して信じない。」

脳さて八日の嵐弟子たちはまた家の中に勘．．

トマスも一匹にいた。

戸にはみな鍵がかけてあったのに、イエスが来て真ん中に立ち、

「あなたがたに平和があるように」と言’われた。

       竃躇7それから、トマスに言われた。

        「あなたの指をここに当てて わたしの を見な

さい また あなたの を ばし わたしのわき

 に入れなさい。

Φ瞬rめv＆髭繊bりσou漉Kαt伽憾ξ
x伽弓μσ叫㎜、φ昨τ巾xεわασou鵬池βdλε

寓τ巾畝ε瞬vμ叫
信じない者ではなく、信じる者になりなさい。」

㎜t幽Yhめud鳳σロ◎⊆ω蝕π隅6⊆

α錫トマスは答えて、「わたしの主、わたしの神よ」

と言った。

鯉｝イエスはトマスに言われた。

 「わたしを見．たから信じたのか。

見ないのに信じる人は、旧いである。」

澱30このほかにも、イエスは弟子たちの前で、多くのしるしをなさ

ったが、それはこの書物に書かれていない。

竃胤これらのことが書かれたのは、

あなたがたが、イエスは神の子メシアであると信じるためであり、

また、信じてイエスの名により命を受：けるためである。

㎜そして、時を移さず出発・して、エルサレムに戻って

みると、十一人置その榑悶が集まって噛

跳蹴本当に主．は復話して、シモンに現」れたと言っていた。

脳二人も、道しで起こった二とや、パンを裂いてくださ

ったときにイエスだと分かった次第を・話した。

跳網こういうことを話していると、イエス御自身が被．ら

の真ん中に立ち、「あなたがたに融和があるように」と

言われた。

砦★曹曹鱈

蝕絹そしてイエスは、聖書を悟らせるために妓らの心の

目を閉いて、融個言われた。

「次のように書いてある。『メシアは苦しみを受1け、三

日目に死者の中から復活する。蹄σまた、垂蟹
させる い改めが、その名によってあらゆる国の人々に

宣べ，えられる』と。エルサレムから始めて、鍋潜あな

たがたはこれらのことの証人となろ

高い所からのカに覆われるまでは；都に’ピiぞま’；そ細頚

さい。」

儲禽會一

群四 lらは恐れおののき、亡霊を見ているのだと思った。

蝕88そこで、イエスは言われた。「なぜ、うろたえていろ

のか。どうして心に疑いを起こすのか．

㈱わたしの や を是、なさい まさしくわたしだ 触

ってよく見、なさい。

伽tε熔⊆冗蝕⊆四UKαt㎎π伽⊆μou bu町の

帥Lα臓’Ψ叩鳳Φ印5α蛇μ∋㎜t馳
亡」匿には肉も骨もないが、あなたがたにjしえるとおりわ

たしにはそれがある。」

耽佃こラ才っτ、イエズμrチど疋を5名ぜ’二をつた。

㎜、駅》｛シ。⊃ε㎞髄りα気冗6吐血⊆冗団Pα⊆照t電

磁跳41 ｮ6ψ紹kびの」5」fクまだ億じられず、不思議がって
いるので、

㎞δヒaπしσ∞｛肌ωりα1詣りαπb兎耳（鱒⊆K賎t

磁Ψαζ6槻ωリ

イエスは、「ここに何か食べ物があるか」 と宮われた。

耽艇そこで、焼いた魚を→刀れ差し出すと、鍵縄イエスは

それを巧しって、彼らの前で食べられた。

層層曹

3¢弱イエスは言われた。「わたしについてモーセの律法と

預言者の書と詩編に書いてある事柄は、必ずすべて実現

する。これこそ、まだあなたがたと一鰭にいたころ、言

っておいたことである。」
倉曹禽

2枷イエスは、そこから破らをペタニアの辺りまで連れ

て行き．手を上げて祝福された。獅1そして、祝福しな

がら彼らを離れ、天に上げられた。糊彼ちはイエスを

伏し拝んだ後、大喜びでエルサレムに帰り、㈱絶えず

神殿の境内にいて、神をほめたたえて・・た。
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23ユ1 撤岬ち信ず61曜クー一一齢プへ「き始元の1協灘かな欝されノき知営

 おおよそ以上のような編集過程の骨格は否定できないものと考えられる。ヨハネは参考にする文書を、元の姿かξ容易には判定できないほど巨大なス

ケールでデフォルメするのが常である。」ヒ記対照表を見渡してみて、この箇所ほどまでに、原型とのつながりを見えやすいままにしている例は他には

ないであろう。持にL10の断片と41との結合体を」20にデフォルメする方式（慶い惑うノ→住ゑ尼で喜藩ウ）は、小論読者もすでに気付かれて

いる．ように、 「エマオ物語」の「目を妨げられた二人の弟子の確信なき論敲」を、 「弟子召命物語」の「見れば即ち信ずる弟子のヘウレーカメン」へ

と脱構築する方式と全く同一なのである。「見れば即ち信ずる」の視力、それはヨハネ共同体が直面する危機を超克して還蹄ずべき鯨二元である。

その内容は反復される二本の線分、J1923とJ器四の往復運動の内部で明らかとなり、新しい次元を得て剣謡’を引き揚げてくれるであろう。

 情感豊かにアルカイックに統合された孝寧＝辮としての人間抵Kb穿鵬s「晦の構築する薬わクの中に生誕する、という神学の成立一このよ

うにわれわれは、 「愛の言語始元論」の角度から、ヨハネ神学の成立を考えようとしてきたのである。6ど6どル汐テクズAのイエズのヂど足の蜘

〃難まか1鵡繕ナ66コ口あ久乙ψ・6その櫛偽轟わカの差めの1テーン・フ「シュクーン。ムー・ティセーミ であ6〃乙ムこノZを雄6

艦
沌ち乏7ノでをθの なみ超群盤’3  プ’6 向ソごランが一ジュな向かうμプ勿茜のであろう。〈教育的挙証と解説〉の行為を

発動する を窺って  しているルカテクストは、しかしながらこの方向から逆の極へと向かわざるを得なかった。この「歴史家の緊張1から離れ

てみれば、それはまことに不自然であるといわざるを得ない。その極からの揺れ戻しとしてヨハネ共同1勾ま、〈イエスの身体に刻まれた穴〉を痛みを

もって「見据え」、そこにイエスの愛の流出を感じ取り、それに重ねてく自分たち一人ひとりの身体の穴〉を「見据え」ざるを得なかった。彼らがそ

こに見た内容は、反復された線分の、上記始元とは反対側のもの＝「トマス物語」が明らかにする。しかし、その考察の前に見ておくべき事がある。

2322 ル汐のテクズ〃こ知営0灘〃撚さ；轟てい6どないえぐい

 L喜1に対するヨハネとルカとの関わり方の違いを念頭に置いた上で、L3741aだけを熟読されたい。ヨハネのテクストとの対照なしでは、ルカのイ

エスは弟子の不信と融融のみを指摘し、矢継ぎ早に物証・論証を注ぎ込まれていたはずであるが、B7－41aというスコープ（ラネカー）に読解を集

中する限り、心惑い恐れおののく弟子たちへのイエスの深い情愛が際立ってくるだろう（是非とも再読三読のうえ、位相の変化を体験されたい）。認

知言語学が「スコープの当て方で意酵内容が激変する」として理論化を深めてきている技法を、ヨハネのレトリックは無造作に事も無げに駆使するの

である（われわれは拙論『開く』において、ヨハネ10β1｛39のディスクールは、そのメンタルスペースを詩編第82篇（鋤御節というスコープに据

えていることを、感激のうちに指摘した）。ルカのテクストに累積する様々な同位体のうちでこの（教導渚の鎧の下から顔を覗6せている）情感的な

契機こヨハネは積極的に呼応する。

2．323耀のテクズん帝業鰍ψ働て勧’のクをふ6ラ拶面であ6

 われわれは拙論『転倒』執筆過程の段階から、ヨハネ「福音書」が提示するテキスト重：耐性がどこから来るのか、聖書四義説をど

のような広がりの中で現代に継承しうるのかの理論化を強制されてきた。エーコとクリステヴァにおいてそれぞれに集大成されたテ

クスト理論をヨハネ「福音書」解釈のために練り上げることを進めてきた浦風で、われわれは田翁の隠顕釈と出会い、その射程の深

さを測りかねている。上でわれわれの出会った．ルカテクストの新しい同位体、 子叱 の教覧者の衣の下に出現する、士感溢れる

現在終論のイエスを語り出すテクスト離層は、たんなる恣意的偶然的な思惑によって捏造されたものではない。聖書学のみならず、

認知言語学、物語論、テクスト理論、親樹解釈学、そして精神分析運動との交錯する場面で公教的に語り合える要素を備えているは

ずであるとわれわれは考える。

  さて禾来終末論として、神とイエスに近づく不可避的な道程のあり方の探求とその提示を焦点にする神学をA、現在終末論として、

破れ果てた自己の悲惨は如何なる道程によっても覆うべくもなく、主体の救いはもっぱら神の側からの一方的な愛に包摂されること

にのみある、とする神学をBとし、テクスト群は正典ないしこれに準ずる領域のものとする。いま仮に、ある古いテクストTはA

を叙述するが、末尾あたりにBと読み取れるディスクールを包含しているとみえるとしよう。テクストTの解釈史の階梯は［1］A

にBが付加されている、［2］AとBとが並存している、［3］Aが語られるのはBを示すためである、と進みうる。階梯［3］につい
ての法然の表現に「Aを廃してBに帰せしめんために而もAを説く」というものがある。時代のコンセンサスとの関連でそのよう

に表現が限定される、と解釈する。階梯［3］の解釈は「廃立ハイリュウ釈」である。階梯〔4］ではまず次の点に着目する。つまり

AであるテクストTが自説の内部にBともみえるものを提示するにあたって、その首尾一貫性（：bherenoeを貫徹するためにAその

ものの内容に飛躍的進展が生じているということ、ここに着目する（エーコの同位体論はその系統的整備の努力にもかかわらず、

C6herenceへの顧慮に欠けている）。テクストたちが反対極の包摂を目指して相互飛躍する運動を解釈の射程に入れるのである。そ

こでTの解釈は表の文、顕文に依るならば充実化豊富化されたAであるが、 返すなら、つまり隠には、あるいは彰隠密としては

丸ごとBである、とみるのである。隠といい密といいあるいは隠密というとき、われわれはこれらを「奥深い真理（隠すことも含め）」

と理解しておこう。顕と区別された彰は布から錐の先が、雲問から竜の爪や牙が見え、その「見え」が隠密なる本体を訓示している
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と見るのである。階梯［4］が混鴛の隠顕釈である。この観点から、階梯［3］は釈相廃立．、釈意隠顕という区分も立てられる。この

ときテキスト解釈と釈義解釈とが時代の進展の中で融合される面も赫程に入ってくる。テクスト重層論を、思想史空閏の内部に取り

組まれた概念史を解釈する方法をも包含するものとして、展閉する可能性も与えられるわけである。

 ヨハネ「福音書」との対比の中でルカ福音書がその相貌を交えて（むしろ新釣聖書の吉語大陸が地殻変動を起こして）、いわば「隠

顕釈jとしては、愉感豊かな現在終末論のイエスが語り出されていると言えるのである。当然ながら顕文としてのし41は、弟子たち

の烈しい感情・情感の爆発を前に、なお一 の 冶と思想 バックボーンを注入することの必  を認めるのに なのであって、そ

こには現在終末拾は成立し得ないであろう。

24ヨ1バネ巧隔’‘」ぢ’ノ69御ゆ・60朔」ウ幽門づ7／

241 ブイエズ。わき4竃ノ季」監6暇麦乙

 さてし証に亀裂が走りここに断層ができた。L阻の断片とMOか轄ばれてヨハネテクストではそれが出宋事の最初に回され

  n聾コそこへ、イエスが未て真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。

    そう言って、乎とわき腹とをお尾せになった。弟子たちは、主を見て喜んだ。

と掲げられた。ところが上記2．3．2．1で確認したごとく、「主．を見て喜んだ」ということは、「始元の情感豊かに鈍合された知覚」の上

1二の腰当する輪であってあくまでも」里髄のである．無媒介にそこへ到逮できるわけではない．ヨハネ共同粥、とっては、そこ

から発出しそこへと還帰すべき始元としての理念。L41の上に「見れば即ち信ずる」世界が新しく隆起した。他方で正41はもともと

「見ても閑いても信じられず悉乱に揺れる」世界だった。この断層を生み出す所以の地殻変動はどんなものか。それを推論させるパ

ロールは、上記119b－20に漂ってはいないだろうか。それはルカテクストを組み替えた、その切れ目に顔を出しているはずである。

 さてルカテクストでは弟子たちが信肱・・のでや敏くイエスは「躰の穴」を「お見せ‘訟つた」のだった。ヨハネテクストで

は拠「お見せになった」。ここでは「手とわき腹」は「イエスであることの昂びる乙」（だから「イエズの3」そのもの）と

なっている（しかも「印しづけている」のは雑か、と閥わざるを得ないほど、全く異様に焼き付く印象が「手とわき腹の穴」から渉

み出ている）。それはどういうことか。歌いながら得意げにジャッケットの遠脱ぎをしてみせる男性シンガーがいるがそのように、「挨

拶代わり鳳「手とわき醸」蝕されたのか・棟われは「見ることjの茄蜘こ画しようとしている。少なくと践みなしでは
「イ以の躰の穴」謬れないはずである・ルカテクストの「配賦語」という輌込みか塀溜れ鮒ればならな・・のである。

レ薯0・41と」20とのシニフィアンの同一性に惑わされず．雌盤が駿6ラ6才へど聞き取りをずらしていかなければならない。

 上掲ルカテクストLしの交錯配列を見てみよう。ここのB項「イエス御自身が彼らの真ん中‘二立ち、言われたjに対応するB’項は

「仁スは手蝉げて櫨された・そして肥しながら彼ら締れ」とな・ている．するとどうなのか．ヨハネテクストで1ま、rあ

なたがたに平和があるように」と言われイエスが手を挙げられたとき、弟子たちには「手とわき腹」が見えた、ということなのか
                                                          りしかしこ描また・外的媛由づ出・頼る・椴わらずのやせ緬たr検轄語」であ・て、弾け姓靹つながりの琳麟喪失
した彗である・ヨハネテクストではイエスわ‘「槻せにな・た」と語られてはいるが、それと附1・（意味敵硯場絶むコーラ

ーといっ）無意識の海のほうも同時に「印しづけ、見た」のである、と理解すべきである。「お見せになった」とのシニフィアンを視

覚的パフォーマンスと理解するのでなく、欝蒼’諸ま砺㈹一雌の膳棚酔醒尉べきで筋。                                               製iりのイエスの「あなたが
た‘こ粋があるよう1・」という諦‘・配放素「テーンヴシ・ケーン・ムー・テ・セーミ」の幽けで‘・ルカテクスト

灘細紋蕪i鷺繍窃雲華鶉装乏喫楚み爽、聖壕藩謙譲懲i置歌1苫…慧f｛鷺簿諸㌶置

き剣ナられた）勲癒…i繕をの汲の賜規ムのである。だから膨篇、この知辺はる転換は、仁ス処碑面の描
写の転換、そのものと一体なのである（転換のこの楓感性がそのまま、グノーシスとの いの さと 蓄・の びを告げていよう）。

囲
                    阻その日は日借の日で、翌日は榊1の安息日であったので、

                    ユダヤ人たちは、安息日に遣：体を十宇禦の上に残しておかないために、
                    足を折って取．り降・うすように、ピラトに願い出た。
  厨～そこで、兵士たちが来て、

   イエスと一緒に十字架につけられた最初の男と、もう一人．の男との足．を折った。

  畳触以のと揃うに厭が一エスφ・細畿んでおら描の観た曲・ので、そ醍‘斯らなか読。

        発二：し面諭魚鋤齢翻験溢」脚胤⑯噸・励剛・晦
                          ’翌日・騨冒．邑■・・日曝。●■■■冨冒。ロ暉層■6巳●●●●幽9日■願●●■騨■o■■■●弓

                          ＝ ゆ勉厩醇し儲b瞬峨が概しており、    ＝
                          ＝  その証しは真実である。                      ■
                          ＝ その君は、あ姫がた1・櫨じさせるため1・、    ＝

                          ＝自分・顛を語・て・ることを知・て・…    ≡
                          コ                                                                  コ

                    ・晩れらのこ潔慰聚品1闘’’’’”■鴫”開朋開開’”■師朋朋’■開開

                    「その骨は一つも砕かれない」という聖書の言蓄が実現するためであった。

                    igηまた、聖書の別の所に、

                    「彼らは・紛たちの突細し儲娩る」’oΨ。㎎・喫b嘱麟・㎎軌
                    とも書いてある。

＋字架上の仁スのわ搬から「血と水」0噴灯るのをr見る」者とは、林、イエスが紛への鰍に嵌された肉の傷み
を自分の肉の上に、耐えられる限度を超えて烈しく、感受する者に他ならないのだ、ということである。その者はイエスの一方的な
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愛の奔流が「血と水」となって、自分へ向かって降りかかってくるのを「見る」。「手と足の穴」を「手とわき腹の穴」へと転換する

こと、それはとりもなおさず、「手と足の穴」の痛みに自分を同一化する者が、（イエスのであって同時に）自己の痛みを「血と水」

の中にありありと『見る」のだといえよう。このような「転換」によって、  言論・観念を 子や受信 の 。から、注入する

向が、現在二二・態進行の に横たわる 子や受信者の情感深・へと下降し、その〈カかろ二二6てr66の〉を表屍プ6方
向へと転換されたのである。この新しい極から振り返れば、ルヵが行き着いた極においては、十字置につけられたときの身体の「穴」

（因）が「ほらここに残っている」（果）として示され、この因果判断を基盤にイエスのアイデンティティが示されていたことにな

る（検証言語）。それは生きた時間の根源分割であって、救いの働きを現在から排卜し、継続する努力の彼岸へと遠ざけるものであ

ろう。弟予たち受信者とイエスとの一は救いを現在化する。このようにして遂行された転換こそ、ヨハネ神学にと
って決定的な重要性をもつものであることが19，35の、測りがたい奥深さを感じさせる禾気味なパロールに、如実に現れている。

■■■吻閲直巳匿鳳匿贋腐■●■■ 巳。虞‘6■■厘昌■■昌邑幽凹 昌，■ 隔■●■ 脚 ●■■ ●曝騨日日■ ■臨■●●● 菖●●● ●幽昌 ●■■ ■ 巳■ ■ ■■■ ■層 ● 謄■● ，●陞9■塵 ●薗■口厘●●●■ ●圏 ●■●●■■ ，●幽■●■■■■■鰯日■98

．．｛鱗忌．層：．慾幣終匁認孟聲．盈．を＝、．訊二こ繍：勲熊セ：稚、ま翻継．a瀞♂；．．馳レ∴」2．駅馬．蓄．謡漉．害．舗～≦．藤密る

2、42Aマズ〃ぐσ一〃ガLAマズ’ご憲識さ轟プ75一一謬ク出乙てい6麹

 ヨハネテクストほどに大規摸ではない紙ルカテクストにも、「イエスの十字架後」に初めて知られる属性をそなえた一人物を、その属性を既知

としたままで「弟子召命物語」に登場させるという叙述が出現している。メンタルスペース理論で言えば7、 召  語がスペースMを設定し、親

スペースRを「イエスの十 騨  に対応させ、 「一人の 子の名x一（下の例では「鶏鳴に接して働果するペテロ」を

発信者一受信者の既知の共通フレームとなっているとみなす、その準備を与える）、そのM内の対応  を同定する、という叙述。

輔卵これを見たシモン・ペトロは，イエスの足．もとにひれ伏した、言うには

「主よ、わたしから離れてください。わたしは罪深い者なのです」。

58艶りδセΣtμωりH航po⊆πμ）σ眺σεりてdτ⊆γ6リ。しσtり’1ησ◎｛｝λ色Yωり，

7Eξελθεな漉μo亀翫しな1融〕αμα「兀ωλ6⊆εψ、κtp憶

 ここでく鯉の疏ど乙てのゲエズの存：在効聚〉ともいうべきものに注目しよう。イエスは（究極的には、たんにそこに立たれてい

るというだけの、その事実によって）、イエスに対’面する者をして、 一とわが の罪をまざまざと見さしめられ、その  を叩きつけ

一（内省による罪の意識化ではなく、絶対他者の光による隠れた罪の照射）。ルカ5，8のべテロの姿・を、い
かにもヨハネらしく、ユダの姿の上にデフォルメしたものが下記テクストであるr！沈駕されてい6イエズノ→耐拶の主輪ど乙でのゲエ

ズム飾乃乙かち謬轟でアさレゾ→／疲らμ礎ずさク乙でノだヲハネの銘型畝醇酒チ痢。

 この箇所（スペースM）は上の例以上に強烈にく韓の」鑓ど乙てのイエズの存在脅オξ〉を示している。これは親スペースRを「イ

エスの十字架後」に対応させ、「ユダ」をR内に設定．し（「犯した罪を前に働評するユダ」を発信者一五信者の既知の共通フレームと

なっているとみなす、その準備を与える）、そのM内の対応物「イエスを裏切ろうとしていたユダ」を同定する叙述であろう8。

15＝4 Cエスは御自分の身に起こることを

何もかも知っておられ、進み出て、彼らに言われる

a「だれを捜しているのか（ティナ・ゼーテイテ」。

⊥三ろ⊥一。la＝6bイエスが「わたしである と言われたとき、

1踊’ 轤ﾍ答えた「ナザレのイエスだ」、

イエスを裏切ろうとしていたユダも彼らと一緒にいた。

彼らは後ずさりして、地に倒れた。
απ箪θQレεt⊆τ（ユbπtσω1（αtセπεσαソ冗αμαt

18＝7 ｻこで、イエスは重ねてお尋ねになった
a’「だれを捜しているのか（ティナ・四一テイテ）」， 彼らはそこで言った「ナザレのイエスだ」。

1呂8イエスは答えられた。「『わたしである と言ったではないか。

わたしを捜しているのなら、この人々は去らせなさい。」

上記2．3．2で確認した手続きによるルカテクストの改編として「トマス物語」が形成されたとみろとき、当然ながらここに掲げた二

要因が組み込まれている。つまり、〈鯉の窮ど乙てのゲーエズの擁励呆〉としての、ルカ8，5のペトロのパロールと  テ為「平

一∠上ニコ、およびルカ8，5を語り出す言語活動の信仰上の深．化を示すデフォルメとしての、ヨハネ18，4－8における三
ダの イ行為「伸れるピプトー。（この位置にあのティナ・ゼーテイテが出現していることに注日せよ   ヨハネの鏡D

漁4 ¥二人の一人でディディモと呼ばれるトマスは、イエスが来られたとき、彼らと一緒にいなかった。
⑳：距そこで、ほかの弟子たちが、「わたしたちは主を見た」と言うと、

トマスは言った。「あの方の手に釘の跡を見、この指を釘跡に入れてみなけれげ、

また、この手をそのわき腹に入れてみなければ、              わたしは決して信じない。」
b曲用πεリα恢bτも’Edvμf1 ｛δωセレτo〔玩％印σtvα腕。もてbvτbπoリτヒ加flλωリ

Kαtβdλω伽δ〔比Kτuλ6レμ◎uε配⊆伽τ｛）π。ソτ伽fゆり

Kαtl燃ωμρUT巾xε加  εt⊆τhり畝ε瞬リα玩。も，      。b幽πiστεもσ〔血

何が、と問わなければならない。一体何がトマスをしてこのように激情的に語らせているのかと。語らせているその当のものは、

しかし明らかに、次のような新しい意味生産の途方もなく強力な言語形式の中に、顔を出している。「～でないならば、尾でないな

らば、～でないならlf、決して信じない’Edり画～，～，～， ob画πし（冗ε飴ω」という、射芸行為の段階のステップを漸増的に踏

む、奥深い否定Vbmehlungの発語形式。この形式の独特な自律性に細工すれば、次のことを認めないわけにはいかない。つまり、

自覚面のトマス（エノンセの主体）は「わたしは信じない」と語るが、まさにそのことによって、無意識面のトマス（エノンシアシ
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オンの主体）は、三段階のステップと否定構文という意味生産の形式性を介して、「わたしは信じているが、信じていることをどう

しても認める訳にはいかないのだ！」と絶叫しているのである。その次元から事態を眺め回してみよう。おそらくトマスとても、〈

復活のイエスの顕現〉がかすかな噂に過ぎなかった段階には余裕があって、「イエスが来られたならわれわれも抱きつこうではない

か」ぐらいのことを、例の調子で、語ゲ（いたでもあろう。しかし、イエスは身近に顕現されて、しかも6分μ遇うことができな

かった。ほかの弟子たちの「わ差乙みち鉱主を見た」の言．は、トマスにはく  の鋸ど乙て0イエズの 励果〉を発 して、
トマスをピプトーの身体行為へと叩き落とさざるをえなかった。指を突き刺し、手を押し込むトマスの身体行為は言葉なしでも成立

しえたであろう（自分が遇えなかったのが上からの懲罰なのではないかとの恐怖は気付かれずに意識深部を痛撃していようが、意識

の少し上層には、むしろ状況への憤怒が漂っている）。ここでトマスは言葉を発している。しかしそれは真実に触れえない、手元の

表現を借用した救急のパロールであり、イエス運動の中を行き交う（情感をもたない、事実か否かを検証するだけの）検証言語であ

った。たんなる検証言語が上のような形式性を得て激情的に語られているというまさにそのことが、真実からの疎隔を証示している。

 トマスがどうしても認める訳．にはいかない「真実」は、トマスの意識を裏切って、トマス自身のパロールの中に語り出されている。

彼は吐露している、「指を釘跡に入れ、手をわき腹に入れる、パローすろ」という身体行為を生々しく。ここの漸増法は「イエスの

両手を（射るように）見る」から始まり、「自分の手をイエスのわき腹に入れる」に至っている。後者はすでに、「イエスであること

の検証」の次元をはるかに越え、「はらわたを掴み出す」殺気立った勢いをさえもちかねない。検証というディスクールの枠組みを

越境するこの勢いの中で、上掲NNの「槍でわき腹を刺す、ヌッソーする」、「突き刺す、エッケンテオーする」が反響してくる。19β7

のエッケンテオーは無妻リア12，10の「彼らは、彼ら自らが刺し貫いた者であるわたし（＝神）を見つめ」の中の「刺し貫く「内」（LXX

は内容を変えている）に関連する。テクストは関達させる、「意識せずして行うトマスの身体行為」を鍾曇臨戦ずrどいうこどヘノ

 自覚面のトマスのパロールは「神殺害」を直接には含意していない。しかしトマスの意識下に記憶されている 「覧殺室の大罪 は

これを、ヨハネ共同 の 源となる．である上記ズ厚 乙ゐオLδお 舶一 のぞのズ6 が、まざまざと「見 えている 9。そ

の視点からトマスのパロールを聞けば、「わたしは神を刺し貫いた、イエスに顔を向けることはでき．ない、イエスの前で裁かれろの

が恐ろしい、勲りのイエスの顕現などはなかったことであって欲しい」との、無意識の告解と恐怖のディスクールが出現する。 ト

マスは自分のパロールを、自覚面では、τ果たしてイエスがその身体をもって甦られたのか」という痴証のディズクールであると意

識して発した。しかしそこには同時に、トマスの意識を裏切って、｛耀ど恣帰のディズクールが影のように滲み出ていたのである。

 しかしこの物語を目撃する全ての者の心をその根底から震楓させるのは次のことである。つまり、鍵られたイエスがトマスのパロ

ールをそのままなぞるように「反．復．」されたとき、ここに出現したのは、神を脅二才ぐどいう〈罪どずる族「〉を、絨’ご拶擶ナ6

艀〃ディズクールである。トマス自身、自分の言葉がそのまま他者の言、として、しかもイエスのロから「お前は～すると言った、

～すると言った」と語られるのを聞く瞬間、意識下に抑えていた「神殺害の大罪」の記憶を紛れもない現実としてありありと想起・

内化Erimerungさせられてしまう。ぐ韓の鰭とF出てのイエズの直黒蓑〉が、完膚無きまでにトマスを打ちのぬす。イエスという

真理の鏡は、そこへと入射したトマスの磯証のデズクール の底へと抑圧されていた 里を、協i罪のディズクー〃ノとして単

純に、しかし逆らい逃げることのできない、〈目に見え耳に聞こえ手に触れる現れ〉として、明々白々と反射しているのである（Vgl．

8β2そしてあなたたちは知る、真理を、そして真理は自由にする、あなたたちを   前半は入射、後半は反射）。トマスへのこの

裁きを取り囲んで目撃するわれわれ一人ひとりに、トマスの苦痛が突き刺さる。わカわカの唱疲 の心槻窯〃弛’ご突き剥さ6ノ

 しかしただちにテクストは反転して、その場に爆発する驚きと喜びをもたらす。イエスのパロールを終結する愛の．継句、謄〃を

い孝で㍑をr信びる着’ごをクま’さレゾによって、つまりこの句読点によって一挙に、艀のディズクールは語り初めの方向へと高速

フィードバックされて意味の組み替えが発生する。「そうか君は～したのか、それから～したのか、そうか」、イエスはトマスのパロ

ールに何をもカロえられはしなかった、ただ静かにくり返されるだけだったのだ。愛に溢れるイエズの鮒のディズ」クー〃ノ明るみに

出された大罪が、出されたその場でそのまま丸ごと、ゲエズの騨の≠へ吸い取られてしまう。鐸のデゲスクールは一挙に炭乙

のディズクールに変換された。〈汝の勾赦されたり〉という、イエスの信〃 い説乙の 言．！『君は神を刺し貫く大罪に苦しむ、

しかし他でもない、まさにそういう君を目当てにしてこそわたしは来て、テーン・ブシュケーン・ムー・ティセーミ』。

 上掲MMJ28「わたしの主、わたしの神よ」には、「わたしは知らなかった」が根底にあり、その故にこそ何ものをも打ち砕き圧

倒する恐怖と喜びと感謝のアマルガムが爆発する。御撃乙た着δね購κ晦1のぞの㈲ノは見据えていたが、トマス自身はその罪

が自分のことであるとは、サムエル下12章のダビデと同様、「知らなかった」。そしてその罪が紛れもなく客観・で逃耕．ない 実

であることを盈’ク乙r知ら乙ぬ差，上で、その拶で直ち’ご，こカだと勿7し罪を丸ごど説ナ彪こカがゲエズ’ご右げ6愛，だどいフこどを、

トマスも周りのわれわれも「知らなかった」！MMでは128はこうしてイエス運動の始元の喜び」20に直結し、そこへと還帰する。

  彦6：凝っ差罪7ご まち武この擬惑がその虜禦’ご乙か」遅ぎをいどころの、が夢脅乙ガ’いたどいう搭’び離い犬：罪。こね多想匙さぜ

らカゐ、ぞ乙て月夢’ご炭さ轟ゐ一まさ’ここのこどを知ら丸めら轟た驚きど喜びの輩発こそが、トマスの「わたしの主、わたしの神

よ」の号泣に突き上げた当のものであり、ヨハネ「福音書」の本体部のフィナーレを構成するものであったのである！

 上掲ゼカリアの、「彼らは自らが刺し貫いたその神を見る」という結構の、身の毛もよだつ罪の暗黒を示す聖句の後．には、暗黒の

日から救いの日への転換が語られていた（ゼカリア14β一9）。

その日には、光がなく、冷えて、凍てつくばかりである。

しかし、ただひとつの日が直る。その日は、主にのみ知られている。そのときは昼もなければ、夜もなく、タベになっても光がある。

その日、エルサレムから命の水が湧き出で、半分は東の海へ、半分は西の海へ向かい、夏も冬一も流れ続ける。

主は地上をすべて治める王となられる。その日には、主は唯一の主となられ、その御名は唯一の御名となる。

ここを予表とするイエスの業においては、次のようになっている一一彼らは「その日に」、「自らが刺し貫いた神1から「命の水が湧

き出」るのを「見る」。命の水の湧出とはつまり、説乙の愛の噴出だったのである。

あの「知らなかった」の直中での惑いと恐怖の極限状況を迎えた共同体の苦悩が、ヨハネ共同体の／≧マオの庖椥であったと考

えられる。それは一度克服されればあとは常に喜びと感謝だけの世界が存続する、ということではないであろう。甦りのイエスがお

られる、ということを語り明かすランガージュの進行は、ヨハネテクストにおいて必然的不可避的に、イエスの不在を語る相面に突：
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入せざるをえない、のであった。Kbigenes Wb嘘のこの位相においては、 の 壬誉ろ’ど 6どき  μ の  5  ず6 向P

へ翻ちざ6ジごをい。1匡マずの君門ノ‘まイエス運動が獲得した現在終末論がなす信の円環の、その中心環であるはずである。

鑑3’イエズ魏ど 々聴君勲殉

〈イエスのわき腹の穴〉という表現」こは、また同時に、ヨハネ共同体のイエス喪失感情そのものが開係しているに違いない。現醸末論は劇的に突

き上」デる痛切なイエス喪失感の一回を強めこそすれ、決して弱めることはないであろう（『拗ぞ轟’謹ぜプコ）。〈イエスのわき腹の穴〉。ひとはこ

の表現を前にして、無意識のうちに、自分の中核にぼっかリロカ響いている姿を見てしまう。 「そう言って、手とわき腹とをお見せになった」という

語りを受けて、交怯者はまじまじとその「穴」を見据えろ。そこから目を聾すことが全く困難である。困難であることの原因のr半は、難者が吃る

この「穴」が憂判者自身のわき腹の丸ただし解乙たδ」b贈ソ0その励の視角から見据えられた「角でもあるのだからに違いない。

244コ口覆鋤ど 佐／穴吻                                ’

19章での、イエスの「わき腹」から』と水』が流れ出るということは、水の祭り仮庵祭の最終日、イエスの鋭教」二予告されていたのだった。

00
     7＝”ぞ乙τ葬るのβハ勘の大いなる［日に］ 一面鴎n・而ゆ兎、
     イエスは立ち上がって斗ばれた、言われるには。

     「渇いている人はだれでも嫉惚ζ三う．1詠て飲みなさ…

              7鵠旧識薮騰、
              聖書が言ったとおり、

              彼の肉から生きた水が川となって流れ出るようになる。」

              γ39イエスは言われたのである、
              受：けようとしている帥霊四‘こついて、

              融融．
      イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、

     ”霊”φ8まだ俸っていなかったからである。

鵬賦ε㎞り四α軌
πα鯉川Kτ触1◎λ1α‘α願臨σtり伽℃o⊆ζ鰍
℃0000δセ甑εり

繍．禰．囎．窯ゑ騨りλα晒鳳り

 さて上記引用部分の上下にある『．『雛簾i薩．．’1’「…．』．’転』．．．という明瞭な枠組みとその内部を見られたい。イエスに信じる填たちの の

魁「生きた水」の流れ出ている様が、そのまま日に見える類像性の姿において喜ばしく語られている。そればかりではない。こ

こでは「わき瓜ブレウラ」に相当する語は「内、コイリァ」となっていて、この語彙は「腹、腸、食道、胎、心」、要するにその

原義はく穴〉である。いまやわれわれは、  たちの輪の中から、と同時にイエスの、そしてイエスに信ずる たちの「 から、

生きた水が出る様の類像性として上のテキストを「見る」のでなければならない。テクストのこの意図に従うべくわれわれは、7刃

の位置を身体の肋骨部として左寄せに、その下部7β8－39を腹部の「穴」として右寄せに記入した。この1矛彦の穴ノ0角置からの

蟹」爵の歪出が予告されているのである。ということはつまり予告実現場面の20章のあの笛所でもまた、人爬の「 から、そ

して  たちの輪の から1聖霊ノが黄みごどが類像的1二告げられていることになる。そのことを反映すべくわれわれは、MM左四

のニカ所を（そしてNNも｝類像的に記載した。 MM J19－20」26、 NN19，32－33は身体の肋骨部、その下部に右寄せに窪んでいる」21－

23」27－29、NN19，34は穴としての腹部である。」21－23では  からf纏1が 出しているのであり、」27－29では胎 で が生ま

れ出ようとしているのであろ。「イエスの胸もとに寄りかかった愛弟子」（13，23－25）の構図は鮮烈に上の類像性を表現するものである。

  「冷か’の魂 ど摯ラテーマ響：がテクえA菱 いて配」置さ轟てい6こど 乙4・‘この穴が多9 κ  たろの齢の    の穴

 ここには驚くべき強力なレトリックが三種類展開されている。類像性、われわれが「借景語法」、r二股用法」と呼ぶところのもの。

 シニフィアン「終わりの日に」は僚ク難路ゐクど偉耕吻櫛クど〇二灘鯛されて・・る．ここ1壕面で己幽凱
危が ．な切迫感のうちに語始められていることが重要である。確かに上掲引用部分の外枠の「終わりの日にj、「栄光」、壌の

降下」によって「蘇」が浮き上がらされてはいる。しかし実はズアナズテーソー・アウ厚ン1・匹エン・1テー・エズ〃テー・ヘー

メラーわノ…乙だ魏5ぜ6、ぞ。入臥」解のク。β’二」というイエスの言葉がこの定型のまま、直前6章に連続して4回も反復．されて

いた（6，39．4044．54）。しかもそれは終わりに向かっての約求．として必プ父OJ撃ゐクκ出現していた。そういう中でいきをク慶感oJ【

勧かろ「エン・デ・テー・エズ〃テー・へ一目ラーぞ乙で繕わク。β’二」と語り出された。吏信；者はギクリとしてしまう。βど写

κ＝1営∠のあ6このシ．二7イアン0躍をクに沿って、受：信者の目と耳と意識が滑り始めると、その瞬間に思ってしまう、『釣東された

終末が開始したのか！』と（よく置けばそれは「祭りの」終わりの日に、という意味だった！次にこの1終クノが作用し始める）。

・膿麟繊密謙濫3陶画繍凱鶴欝瑳が灘鷹望
り出される。祭りに酔う民衆の驚喜乱舞はイエスの説教から生じたかのようである。そして、で発している  の  が説の

僧ど劫劒はこの を．整の2．重．．．坐’二畜・・で薩●ず の ど感欝ぜ6たの職1なのである1

ど乙てズθ’ご」！、ま6 類i  を 乙で寂運さカてい6こど ソシュールのアナグラム耽ク〃ズテヴ70パラグラマチえム
。重  ’謹厚 6 ’ごμ． 烈てr い  感 o ’二匹の o 露 を感孤 ’ぜよ亀ど 6歳上の  だ 。 だをい
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躍5 シ・ネ榊り巳6幻

4章の次の箇所は、 「ヤコブの井戸」の鋳らでイエスは旅の疲れを癒やそうとされていたことを語り、一ご自分の「内」から命の水を与え、それ

                                                        コ      り   の       コ    
を受けたん々はまたその「内」から命の水を与えるようにと一回目スカ弛上に降り立たれたのが「天の舳を通ってであったことを事後的に示すも

 

のであろう（狭義には4章末、広義には10章末でイエスは「天の櫓を通って帰られろ）。むしろヨハネ共同体の見る幻はこうであろう軌

庚の！カど倖フフの茄匂多6轟どつの茜のどみだ天の溺7ナrケ匂ノから、ヤコ7の蕨を彦って愛と（生φの弼轍7「6どレヴ幻』

しかしそれは、十字架上のイエスのわき腹の穴からわれわれの上に降り注がれている伍ど杓の猿なのである。「ヤコブの井戸」と「空虚な墓1

が「それを塞ぐ石燃わきに転がされること」で連接されているのに気イ寸けば、胸の張り裂ける喜びが湧き上がる。じつに4章冒頭サマリアの女の物

語は20章冒頭のマグダラのマリアの物語と連接されているのである。二人は灰＝叢＝溜励ら0ん硬 を 盛’ろ餓 耀である。

（サマリアの女の物語と10章ベタニアのマリアの物語との屈曲した追接については拙論『エイド咽を参照されたい）。

 下記PPは上来われわれが考察してきた全てを予告すうものであろう（～響． G〔汎2＆1〔｝29．14）。

PP
                   喰4しかし、サマリアを通らねばならなかった。

                   寧5それで、ヤコブがそのぞ’ヨセフに与えた土地の近くにある、

                    シカルというサマリアの町に来られる。

                   4：6そこにはやコブの井戸があった。

                    イエスは旅に疲れて、そのまま升戸のそばに座っておられた。

                   正午ごろのことである。

                   々7サマリアの女が水をくみに未る。

   イエスは彼女に言う、「飲ませてください」。

                   48弟子たちは食べ物を買うために町に行っていたからである。

    翰すると、サマリアの女は言う、

     「どうして、あなたはユダヤ人なのに、

    わたしに飲ませてほしいと頼むのですか

    わたしはサマリアの女ですのに」。

                    ユダヤ人はサマリア人とは交際しないからである。

 斜Oイエスは答えて言われた。

「もしあなたが、知っていたならば

神の賜物を、また、『飲ませてください』と言ったのがだれであるかを、

あなたの方からその人に頼み、

その人は与えたことであろう、あなたに生きた水を。」

  ぐn女iま言う。

   「主よ、あなたはくむ物をお持ちでないし、井戸は深いのです。

   どこからその生きた水を手にお入れになるのですか。

  牛LZあなたは、わたしたちの父ヤコブよりも偉いのですか。

  ヤコブがこの井戸をわたしたちに与え、

  彼自身も、その子供や家畜も、この井戸から奉を飲んだのです。」

媚イエスは答えて言われた。

「この水を飲む者はだれでも       また渇く。

々14しかし、わたしが与える水．を飲む者は  決して渇かない。

むしろわたしがその人に与えろ水はその人の内で泉となろう、

湧き出る水の、永遠の命に至るようにと。」

 加｛εκρt町1ησo｛匁献〔血εりα～矯

  n61⊆  bπtリωリ bKτo｛沁δατD⊆τo｛ンpou

  b⊆ δ1（因りπ煽 ｝εK竃）も伽冗○⊆o｛～旬己D㎞ωα航Φ，

  なλλd痴もδ‘叩δδ〔bσωα廿ゆγε凶σετα1bリα～繭πm崩

   もδατQ⊆ωしめμ倉リQDεt⊆ζωf1リα励帆。リ．

日表とイエスにおける票との軸比

㈱そこで、彼らは言った。「それでは、わたしたちが見てあ

なたを信じることができるように、どんなしるしを行って

くださいますか。どのようなことをしてくださいますか。

‘31わたしたちの先祖は、荒れ野でマンナを食べました。

6：47はっきり’ぎっておく。信じる者は永達．の命を得ている。

6朋わたしは命のパンである。

6：49あなたたちの先祖は荒れ野でマンナを食べたが、死んで

しまった。

6溺しかし、これは、天から降って来たパンであり、これを

食へ：る；者は死なない。

δtΨf〕σεt漁しり’

ob麟δしΨf1σεtざt⊆Tbリα㌦δ）リCし，

表’おテクズんム00およ〃PPのプぐあど’二わノ勾らノψ滋ヒ身乙てレし6儲興α祐ω壬めぐ6記遜：〃rあ69灘の砿 仔エスのわき復の殉

から旧す6愛〃｛謙の鏑1ごおいて捉えち轟た6の、朗して7才あク∠ま・いであろ九

関連拙論

佐々木寛治二『メタファー遇程に寄せて』                   川崎医学会誌一般教養・篇第20号’1994

   『十字架上のメタファー』                     川崎医学会誌一般教養篇第20号1994

   『「わたしを見たから信じるのか」一ヨハネ「福音書」における交錯配列法の光の下でのθε〔中〔勤 』

                                     中国短期大．学紀要 第28号1997

  （＝過，程）

（＝十字架上）

（＝セォーレイン）

Zμr肋g郎6訪6rJoκ8，52一∫3に加8R齪糞〃188，一剛飴ア4㎝ηcん4邸Cκα∫7欄5μη4幽rAκゐ”8セ。π諺砺Jo加朋｛貯一”Ev側8θ’勧π“

Kawasaki Igakkユi ShHjbe田Ll Af臨＆Scien㏄Cou配No 23  1997 （＝Joh・852－53）
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『イエスのエイドーとマリアのエイドーーヨハネ「福音書」11章28－37節の提示語分析』

                                 中国短期大学紀要・   第29号1998
『ヨハネ1福音書」940章の構成一ヨハネ「福音書」9－10章における術語λα鳳V［1－1｝一』

                                 川崎医学会塾一般教養・篇第24号’1998

『分割する言葉一ヨハネ「福音書」9・10章にお1ナる術語λαλ戚リ「一2〕一』

                                 川崎医学会誌一般教養篇第24号 1998

『羊たちは彼の声を引く一ヨハネ「福音書」9・10章における術語λαλ削りp－3】一』

                                 川崎医学会誌一般教養篇第24号 1998
『フォース カイ ポース 光を恵まれた者における言葉の生成一ヨハネ「福音書」9・10章における術語λαλaり［田一』

              川崎医学会誌一般教養篇第24号投稿希望論文発表会ロ頭発表・原稿提出断念  1998

『ある奇跡物語の転倒     ヨハネ「福音書」9－10章における術語ラレイン［m－1］    』

                              中国短期大学紀要第30号     1999
『テクスト重層性についてのレジュメ”Doubling”一月初pic一【sotopie一新しいテクスト記号論＝Seπlegesisに向けて一』

                           日本新鈎聖書学会第39回大会ロ頭発表付属論文 1999
『悪魔のλαλεωとイエスのλαλ，二一ヨハネ「福音書」9－10章における術語λ．αλ就り田工一2a1一』

                                 川崎医学会誌一般教養篇第25号 1999
『二つの時代の法廷物語をつなく」もの        「神の法廷」顕現物語成立に対する二目記18、20・22の寄与

              一ヨハネ「福音書」9・10章における術語λαλ虞り【rn－2b】一』

                                 川崎医学会誌一般教養篇第25号 1999

（＝エイドー）

（二構成）

（皿分割）

（＝閑⇔

（＝フオース）

（＝転倒）

（＝重層）

（茜悪魔〉

（二法廷）

1Unbestandige Redeとは、自己を維持し得ず、常に死へと滑り落ちていくディスクール、語れば即ち死、となるディスクールであ

り、悲劇『コロノスのオイディプス』を典型とする。Unendliche Redeとは「現在と不在の絶えざる交替」、スピノザからヘーゲル

に伝わった「無限性」概念を参照し、かつ、精神分析運動の「現在と不在の交替」への深．い注目に共感しつつわれわれは命名した。

この二つのディスクールは広義の詩的言語に属し、Keigenes Wbr仁である。この両者の、ヘラクレイトスにどこか似た、打てば く

．密な抽 的思．榔構 の奥＝さと、中間のBildredeの物語風の、具 ・現 生の豊 さは全く異質である。 B且dredeとはたとえ

物語の一種であり、E・シュバイツァー氏が1．0，1－6はBidredeであると指摘されているのをわれわれはそのまま継承するのである。

10，1・6と10，16は同一なランガージュであろ。

 なお、死と運命を語り出しそこに意味生産活動（シニフィァンス）が湧出するという、そのような場所が問題となるとき、ソボク

レスのランガージュとヨハネテクストのそれとの、目と耳を疑わせるほどの類縁性への着目は豊かな果実を約東しているように思わ

れる。ヨハネ「福音書」の「それでは人の子がもといたところに上るのを見るならば…」（6β2）、「あなたたちは、人の子を上げた

ときにはじめて…・わたしが…・話していることが分かるだろう」（8，28）と、『コロノスのオィディブス』の対イスメネ対話（特に

383－395）、対テセウス対話（特に551－582）とを対照することが是非とも必要である。それぞれその一部を岩波文庫版高津訳で掲げ

ておこう

     イスメネ お父さまには、彼らのカを左右なさることが、おできになるとのことでございます

     オィディブス おれがもう役にも立たぬ者となった時に、おれは男となったのか。

     テセウス いつの時にあなたの言われる恵みは明らかにされるのか。

     オイディプス おれが世を去り、あなたがおれを葬うてくれる時

2サムエル上の「ハンナの祈り」（乳1－11）は一方の極から他方の極への移行を多く語っていて、～舗ndemde Rcdeの側面を窺うには

好便である。特に2，6には、イエスの捨身と、それと一体となったいのちの再受領というテーマに呼応するものが語られていて参考

になる。われわれには、むしろこの書の第一章で、「われに男児を与えたまえ」とのハンナの命がけの痛切な祈りが、日常言語を食

い破った向こうで、新しい意味生産（シニフィアン幻のコーラーから発せられるランガージュとして立ち昇っていく様こそが、限

りない閲心を惹く。彼女の祈りは自分自身にとっての意味sensは持ちながらも、傍らの祭司には意味作用（シニフィカシオン）を持

ちえないままに、神の方向sensを指して熱く昂揚していくのである。ヨハネ「福音書」9章では、生まれながらに目のみえない人物

が、新しい生命の中に生み出されることによって目を開かれるや直ちに、彼はイエスを証する者として（impl擁しに）いのちを奪われ

るのであった。丁度それと軌を一にするように、ハンナの祈りは、一方で神から生命を与えられることを切望すると共に他方で、直

ちにこの生命を差し出すことを誓うのである。無F艮性の円環をなすハンナの祈りは2章で新しい言語空間を張るに至った。2，8の「大

地のもろもろの柱は主のもの、主は世界をそれらの上に据えられた」という賛美は、まさにこの即興を 立す6茜ろ茜ろの撲の
塑を慶ぶものであろう。人間の語りのありかたによって、これらの柱は瞬時に破砕され、この空目はクラッシュしうるのである。

Unendlie RedeはEndk罵e Redeではない。後者はたんなる無際限なと’，とめもない締まりのない語りに過ぎない（これがある確固とし

たうンガージュの表出である可能性をもちうることは否定しない）。前者は一方の極の反対極への転換の交替、同時に反対極を包摂

する交替（螺旋状的に進行するしないにかかわらず）の持続である。ヘラクレイトスの思索をハイデッガーは大文字のロゴスとする

が、われわれは大文字のロゴス（ロゴズと表記しよう）は人の子イエスとその道、およびその言葉の生命のために担保しておく。分

節的「論理」とそれを支える主体の秩序を壊乱してなおく意味〉ある必然的過程は、挙げて「パトス的必然性」と呼ぶことにする。

3今やわれわれは、下記引用箇所で「分かるだろう」とイエスが言われた二つの事項は、根源となるイエスの言葉『テーン・ブシュ

ケーン・ムー・ティセーミ』を指し示し、これによって二つがひとつのものとしてとりまとめられるのだ、ということを理解する。

まことにイエスの遂行言語λαλ赴ωとは、ご自分の存在と虚無とを同時に示現する、消えつつ鳴り渡る愛のく音〉なのであった。

a2iそこで、イエスはまた言われた血εり。「わたしは去って行く。あなたたちはわたしを捜すだろう。だが、あなたたちは自分の罪のうちに死ぬ

ことになる。わたしの行く所に、あなたたちは来ることができない。」晒だから、あなたたちは自分の罪のうちに死ぬことになうと、わたしは

言った甑◎レのである。『わたしはある』ということを信じないならば、あなたたちは自分の罪のうちに死ぬことになる。」a28そこで、イエスは
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言われた醜り。「あなたたちは、人の子を上げたときに初めて、鯵潜し隊蕎蚤鱒 ということ、また、わたしが、自分勝手には何も

せず、黙裟疎難謙装灘難糞と糞糞轟轟毅鋸物轟峯響讐諭で蝋萎撒

齢 ㈱
ことが分かるだろう。

4
 こうして上記「羊を招き入れる門として来た」という言葉の「未だエールソン」（欺q瓢のアオリスト）は、ルカ21，27のrそ

のとき・人の子が大いなるカと栄光蝉びて雲1二乗ってくるのを、人々‘現る～Vα刷t」の昧る轍q瓢の現忌詞」がすで1二成

就しているものとみなされていると考えられる。テクストのこの箇所の語りは、そのメンタルスペースを、実にこのようなく成就の

時〉である今に据えているのである。CC3「わたしより前にきた者は皆」はこうして、鮮明に位口づけられる。
5
 フロイトの場合は、兄弟達が父殺しを遂行し、その責めの意識像徴的去勢）の共同性が秩序を形成する。このフロイトの論理と

副われの「イエス郡県櫃‘・し・これ1・応ず硬と感謝の共同性」との奇妙な対応1二、わ論れの道の前進への鍵が横たわって

いることを期待したい・想像界の双数的寓決闘的な託を賭しての閥いは、去勢する父の禁圧によってのみ秩序‘広庇らされる鮒

ではない。破滅に向かうあの無政府的闘いは、上からの愛の降下へと応える愛と感謝とによる調和にもたらされることがあるのだと

いりこと。このことを示していく道を、われわれはクリステヴァを献酬しつつ求めているが、「差異性」ひとつとっても何の議論を

もまだ展閉し得ているわけではない。道ははるかに遠いし、根底からの考え直しを何度も繰り返さなければならないことと思う。ご

鱒を心から希う・と協れ・跡職ψ’ヨハネ庸紬’躍っ磁d隈5岨円陣て、甲州微儒二二礎の舖
0口元劾5綱κ乙つつあるのμぽ5κそこκ供解のモラル節理ψ｛間脳ルらで鋤64・ら蜘ムど諮ラ。

接欝欝ξ矛蕪取縄購藻誌三塁㌫難妻鍔黒黒薬嚢繁磐騨黎辮器、重
ヨハネ神学のr全納性」と現在終末輪の確立に、何らかの寄与をなしているはずである。

ル〃’ @ 243。釘
A13－14エルサレムからエマオへの弟子たちの歩みと語り合い

  B15  イエス、彼らに近1ついて米られる

    C18・19 エルサレムの事件の語り閑かせ

      D2〔ン24 交難と復活のテーマ

        E25－27 モーセと預言者による「必ずデイ」の予告

          Fヨ0   パンを食べる

            G32  ぺこが燃えていた

             H35  パンをさいてくださったときにイエスだとわかった
                 1 36・38 イエス御自身が彼らの真ん中‘二立ち

                      「あなた方‘二平和があるように」と言’われた。

             H’39・40 イエスは手と足．をお見せになった

            G’41a  喜びのあまり

          F．41b42 魚を・食へ：る

        E’44  モーセと預言者による「必ずデイ」の予告
      D’4546 受：難と復活のテーマ

    e47－48 エルサレムから初めて、これらの証人になれとの言慧

  B’51  イエス、彼ちを葎れられる。

A’52－53 ペクニァからエルサレムへの弟子たちの帰還と神賛美

襲繍轍ヒ緬調製。嬰舗鰻鼎鰐聯灘翌激㍊騰
の舵附代との二重性1轄語勤‘・説明しうるすぐれた働で紡。ヨ・・ネテクストの時間靹分棉・多大の鰍をなしうるも

1三鷺羅愚諜慧懸襲爺難襲饗煮撫灘瀞贈撫識㌔
ab一・’頒勤なヒラリテート（イエスの死が勘出されるとき、ヨ・・ネテクストが販碓動）。イエ継榊面‘、賜しているこ

の鰍熔断式はここが糊嬬味産出の現場であることを示している。この舗形式はここが「仏スの死」のテ＿マをめぐる

認識繍：誌驚響垂。灘甥、摺寄．饗鵠織衡腎鵠篇・賦燃
ネテクスト‘1ルカ5β1・甜る・鶏鳴‘・接した「ベテ・の厭旧知鋤、こ樋「ユダの嫉」1・まで深化した‘謎いない。ヨ

ハ榊学の「動は「ユダの厭」（一「エマオの危椥）の上1・注がれているとわれわれ‘坊えるからである．わ柿柑よ加温昭
氏の「ヨ・・一音翻四脚j・駝Z2～・99i＆6を、まさ8・〈ユダの淵底U・ヨ・・ネを読む〉鰍として学んできた。氏のユダ訊

に圧倒され読けてきた。本小論のヨハネテクスト解釈は、重層する意識各部にそれぞれ響く氏の説教の掌上での、浅薄狭小なパラフ

むズでしかない・儲するところ多方面にわたること・感謝し・鵬・至らな・・ことへ・ご熔・ご指導を心から願い上げる。

β貌婦δ轍という名の完了時軸・注目す楓それは、全鮭既にその二二・ら知っている、胴体のく良心〉（卜
W㎞1・共同体の自己漁d鋸曲照臨㎞晩翫i・である。それは一人ひとりのトマス、一人ひとりのユダ1・対する傑㎞，（ラ
カン）でもあろう。8事忌差障b鵬＠〃その厚には、「彼らが」神を刺し貫き（自分の刺し貫いた記憶は救急のパロールによっ

Σ暢麓h惚鷺瓢露顕搭歳1？イ鍍驚～て験濃舘鵬傷鵤儀卜え穿凝鉦たオδ繊
 いずれにせよ早晩、フロイト、クライン、ラカンの研究の上にヨハネテクストが豊かな光を投げかける時代が到来するに違いない。
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